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ケ
ニ
ア
の
マ
イ
マ
ヒ
ュ
ー
と
い

う
小
さ
な
町
の
農
家
グ
ル
ー
プ
を

訪
問
し
た
時
の
こ
と
。
到
着
し
た

瞬
間
、
1
0
0
人
を
超
え
る
人
が

一
斉
に
立
ち
上
が
り
、
歓
迎
の
歌

と
ダ
ン
ス
で
私
た
ち
を
迎
え
て
く

れ
ま
し
た
。

　

写
真
に
写
っ
て
い
る
の
は
農
業

を
引
退
し
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち

で
、
キ
カ
プ
と
呼
ば
れ
る
買
い
物

カ
ゴ
を
編
ん
で
収
入
を
得
て
い
ま

す
。
驚
い
た
の
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
た
ち
の
色
彩
感
覚
。
派
手
な
色

の
紐
を
い
く
つ
も
組
み
合
わ
せ
て
、

鮮
や
か
な
カ
ゴ
を
編
み
上
げ
て
い

ま
し
た
。
カ
ゴ
編
み
は
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
た
ち
の
お
し
ゃ
べ
り
の
場

に
も
な
っ
て
い
て
、
あ
ち
こ
ち
か

ら
笑
い
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

　

ケ
ニ
ア
の
小
規
模
農
家
の
収
入

は
少
な
く
、
農
業
だ
け
で
生
活
し

て
い
く
こ
と
は
困
難
な
環
境
で
す
。

多
く
の
農
家
は
自
分
の
畑
作
業
が

終
わ
る
と
、
日
用
品
な
ど
を
作
っ

た
り
、
隣
人
の
畑
を
耕
し
に
行
っ

た
り
し
て
お
金
を
稼
い
で
い
ま
す
。

私
が
こ
の
日
出
会
っ
た
農
家
も
厳

し
い
環
境
で
生
活
し
て
い
ま
す
が
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
助
け
合
い
な
が

ら
楽
し
そ
う
に
井
戸
端
会
議
を
し

て
い
る
様
子
が
印
象
的
で
し
た
。

my
photo

from
Kenya

明
る
い
未
来
を

編
ん
で
い
く

 

写
真
・
文

高
橋
真
大

ケニア

２
０
１
７
年
１
月
よ
り

青
年
海
外
協
力
隊（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
）

と
し
て
派
遣
。

改
良
カ
マ
ド
の
開
発
、普
及
な
ど
を

通
し
て
、小
規
模
農
家
の
よ
り
よ
い

生
活
の
た
め
に
奮
闘
中
！

あなたの作品募集中！
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応募・問い合わせ先▶ML_JICAPR@jica.go.jp（『mundi』編集部宛て）

02May 2018

　                   



02 my photo
 明るい未来を編んでいく　ケニア

04 特集 廃棄物管理

	  “ごみ”に挑む
 環境負荷低減で豊かな自然を未来へ託す　スリランカ
 紛争地特有のごみ問題に取り組む　パレスチナ
 サイクロンが上陸！ トンガの災害廃棄物管理　大洋州地域
 アフリカのきれいな街プラットフォーム

18 地域と世界のきずな
 草の根の協力で取り組む資源ごみ回収　大阪府、京都府／ラオス

20 Players
 バリ島のごみ問題を、高性能小型焼却炉で解決   トマス技術研究所

22 世界とつながる教室
 ザンビアの食から世界に視野を広げる　大田区立馬込第三小学校（東京都）

24 JICA STAFF
 江口雄磨  地球環境部

25 JICA UPDATE

26 Voice
 野口 健 アルピニスト

  「伝わるまで、伝えたい」
28 ココシリ
 廃棄物管理の国際的な枠組み

30 地球ギャラリー  イラン・イスラム共和国

	 高鳴る、イラン
36 もっと地球ギャラリー
 「ギャッベ」織り教室

37 イチオシ！
 映画、イベント、本紹介

38 広報室から、プレゼントほか

39 MONO語り
 フィジーのハーブ文化を伝えたい

40 私のなんとかしなきゃ！
 生駒芳子 ファッション・ジャーナリスト

Contents

May 2018 No.56
編集・発行／独立行政法人 国際協力機構
Japan International Cooperation Agency: JICA

スリランカ・カタラガマで行われ
る分別回収。生ごみの中でも
早くコンポストになる果物などを
選り分ける。写真：阿部雄介

©阿部雄介

©野口健事務所

©川崎芳勲

『mundi』はラテン語で“世界”。本誌は、開発途上国の現状
や、現場で活躍する人々の姿を紹介するJICA広報誌です。



に挑むごみ“ ”
特集

経済発展を目指すうえで、避けては通れないのが“ごみ”問題。
適切な廃棄物管理は、環境への負荷を低減し、
持続可能な循環型社会を実現することができる。
日本は技術や知識を用い、開発途上国に寄り添い、
“ごみ”問題解決に向けて協力を行っている。

取材協力⃝一般社団法人 国際環境協力ネットワーク 吉田充夫
写真⃝阿部雄介　文⃝田中弾（編集部）

「
国
や
地
域
に
よ
っ
て
は
土
地
が
広
く

て
ご
み
収
集
が
難
し
い
と
い
っ
た
理
由

は
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

い
ち
ば
ん
の
問
題
は
廃
棄
物
に
関
す
る

政
策
優
先
度
が
低
い
こ
と
で
す
。
制
度

を
作
っ
た
り
人
を
育
成
し
た
り
す
る
た

め
の
資
金
が
投
じ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
」

　
低
所
得
の
都
市
で
適
正
な
廃
棄
物
管

理
を
行
う
に
は
、
現
在
、
投
じ
ら
れ
て

い
る
金
額
と
比
べ
て
一
人
あ
た
り
5
〜

10
倍
の
費
用
が
か
か
る
と
い
わ
れ
て
い

る
。
そ
こ
に
お
金
を
か
け
る
よ
り
は
、

ま
ず
は
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
の
目
に
つ

き
や
す
い
投
資
に
振
り
分
け
た
い
と
い

う
各
国
政
府
の
思
い
が
見
え
隠
れ
す
る
。

　
ご
み
収
集
率
に
関
し
て
い
え
ば
、
お

お
む
ね
一
人
あ
た
り
の
G
D
P
が

2
0
0
0
〜
3
0
0
0
ド
ル
に
な
る
と

収
集
率
は
か
な
り
上
が
っ
て
く
る
と
い

わ
れ
る
。
こ
の
経
済
規
模
に
な
る
と
ご

み
の
量
が
よ
り
い
っ
そ
う
増
え
、
収
集

さ
れ
な
け
れ
ば
自
身
の
身
の
回
り
の
ご

み
が
増
え
て
目
に
つ
く
よ
う
に
な
り
、

公
衆
衛
生
の
向
上
を
求
め
る
声
が
大
き

く
な
る
か
ら
だ
。

　
一
方
、
ご
み
処
分
場
は
都
市
部
か
ら

離
れ
た
場
所
に
あ
る
こ
と
が
多
く
、
政

治
家
や
予
算
を
決
定
す
る
立
場
の
人
た

ち
は
現
場
の
状
況
を
把
握
し
に
く
く
、

そ
の
た
め
改
善
が
遅
れ
る
。
ご
み
を
空

き
地
や
谷
間
、
く
ぼ
地
な
ど
に
そ
の
ま

ま
積
み
上
げ
て
捨
て
る
オ
ー
プ
ン
ダ
ン

プ
方
式
が
横
行
し
、
ご
み
か
ら
発
生
し

た
浸
出
水
や
、
嫌
気
性
の
環
境
の
も
と

放
置
し
て
い
れ
ば

い
ず
れ
悲
劇
が
起
き
る

　
人
間
が
生
活
を
続
け
て
い
く
な
か
で
、

必
ず
出
て
し
ま
う
の
が
、
ご
み
。
た
と

え
ば
、
日
本
人
一
人
あ
た
り
が
排
出
す

る
1
日
の
ご
み
の
量
は
約
1
キ
ロ
で
、

1
年
で
3
6
5
キ
ロ
に
も
な
る
。
日
本

に
お
け
る
ご
み
の
年
間
排
出
量
は
、
環

境
へ
の
配
慮
の
高
ま
り
か
ら
2
0
0
0

年
を
境
に
減
ら
す
こ
と
に
成
功
し
て
い

る
も
の
の
、
先
進
国
の
歴
史
を
振
り
返

る
と
、
経
済
開
発
が
進
め
ば
廃
棄
物
も

増
え
る
こ
と
が
統
計
で
明
ら
か
に
な
っ

て
い
る
。
国
が
発
展
す
る
と
モ
ノ
の
生

産
が
活
発
に
な
り
、
輸
入
品
も
増
え
る

た
め
、
お
の
ず
と
ご
み
が
多
く
な
る
。

「
豊
か
に
な
る
」
こ
と
は
、
言
い
換
え

れ
ば「
ご
み
が
溢
れ
る
」
こ
と
で
も
あ
る
。

　
開
発
途
上
国
で
は
、
経
済
発
展
が
少

し
進
む
だ
け
で
も
ご
み
の
量
が
2
倍
以

上
に
急
激
に
増
え
て
し
ま
う
傾
向
が
あ

り
、
ご
み
収
集
や
ご
み
処
分
場
の
整
備

が
追
い
つ
い
て
い
な
い
。
最
悪
の
場
合
、

ほ
と
ん
ど
処
理
さ
れ
な
い
ま
ま
放
置
さ

れ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

　
こ
う
し
た
途
上
国
の
状
況
を
、
一
般

社
団
法
人 

国
際
環
境
協
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
代
表
理
事
で
、20
年
以
上
J
I
C
A

の
活
動
に
も
関
わ
っ
て
き
た
吉
田
充
夫

さ
ん
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

よ
る
処
分
量
は
大
き
く
減
少
し
た
。

　
と
は
い
え
、
こ
の
流
れ
が
途
上
国
の

廃
棄
物
管
理
に
そ
の
ま
ま
当
て
は
ま
る

わ
け
で
は
な
い
。
途
上
国
を
取
り
巻
く

経
済
環
境
は
、
急
速
な
消
費
社
会
化
と

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
波
に
よ
り
、
次
の
段

階
に
移
行
す
る
時
間
が
相
当
に
圧
縮
さ

れ
、
複
数
の
段
階
が
同
時
発
生
的
に
起

き
て
い
る
。

「
廃
棄
物
管
理
の
潮
流
は
、
物
質
の
再

資
源
化
と
焼
却
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
回

収
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

た
だ
、
途
上
国
が
ど
ん
な
道
を
選
ぶ
か

は
、
彼
ら
自
身
が
決
め
る
こ
と
で
す
。

世
界
各
国
の
経
験
を
学
ん
で
自
国
の
ご

み
問
題
を
考
え
て
も
ら
い
、
日
本
の
役

割
と
し
て
は
、
そ
こ
で
決
め
た
こ
と
に

対
し
て
い
ち
ば
ん
良
い
処
方
箋
を
提
供

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
」

　
処
方
箋
は
、
国
の
立
地
や
環
境
・
文

化
に
よ
っ
て
、
ま
た
同
じ
国
で
も
大
都

市
と
小
都
市
で
異
な
っ
て
く
る
が
、

J
I
C
A
の
協
力
は
そ
の
都
度
、
相

手
国
の
目
線
に
立
っ
て
寄
り
添
う
よ
う

に
進
め
ら
れ
て
き
て
い
る
。

　
今
回
の
特
集
（
8
ペ
ー
ジ
〜
）
で
紹

介
し
た
ス
リ
ラ
ン
カ
の
現
地
関
係
者
は
、

「
日
本
の
協
力
は
う
れ
し
い
。
た
だ
、

そ
れ
以
上
に
う
れ
し
い
の
は
、
日
本
人

の
『
も
っ
た
い
な
い
』
と
い
う
文
化
に

も
触
れ
ら
れ
た
こ
と
で
す
。
と
て
も
感

謝
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
。
地
球
を
と

も
に
き
れ
い
に
使
う
こ
と
こ
そ
、
次
の

世
代
の
笑
顔
に
つ
な
が
る
の
だ
ろ
う
。

で
発
生
す
る
メ
タ
ン
ガ
ス
が
汚
染
の
原

因
に
も
な
っ
て
い
る
。

「
も
う
一
つ
、
私
た
ち
に
と
っ
て
深
刻

な
の
は
、
ご
み
山
が
崩
壊
し
て
死
者
が

出
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。
00
年
に
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
マ
ニ
ラ
で
は
3
0
0
名
以

上
が
命
を
落
と
し
ま
し
た
。
17
年
に
は

ス
リ
ラ
ン
カ
の
コ
ロ
ン
ボ（
背
景
写
真
）

で
32
名
、
エ
チ
オ
ピ
ア
の
ア
デ
ィ
ス
ア

ベ
バ
で
46
名
、
モ
ザ
ン
ピ
ー
ク
の
マ
プ

ト
で
16
名
の
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
経

済
発
展
に
よ
り
大
都
市
化
し
て
も
す
べ

て
の
人
が
職
に
就
け
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
ら
、
貧
困
層
は
ご
み
山
で
有

価
物
を
拾
っ
て
生
計
を
立
て
、
処
分
場

近
く
に
非
合
法
に
住
み
つ
い
て
い
ま
す
。

負
の
連
鎖
が
起
き
て
し
ま
っ
て
い
ま

す
」相

手
に
寄
り
添
い

発
展
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

　
日
本
の
廃
棄
物
管
理
は
、
大
き
く
四

つ
の
段
階
を
経
て
発
展
し
て
き
た
。
①

ご
み
収
集
に
よ
る
「
公
衆
衛
生
の
改

善
」、
②
処
分
場
で
ご
み
を
適
切
に
処

置
し
て
埋
め
立
て
る
「
環
境
負
荷
の
低

減
・
汚
染
防
止
」、
③
中
間
処
理
の
導

入
に
よ
る
埋
め
立
て
処
分
量
の
削
減
、

そ
し
て
④
が
、
現
在
力
を
入
れ
て
取
り

組
ん
で
い
る
「
3
R
（
リ
デ
ュ
ー
ス
・

リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
）
を
通
じ
た

循
環
型
社
会
の
構
築
」
で
あ
る
。
な
お
、

日
本
は
1
9
6
0
年
代
か
ら
②
と
同

時
に
③
を
行
い
、
ご
み
の
焼
却
施
設
を

建
設
し
て
き
た
こ
と
で
、
埋
め
立
て
に
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地域別のごみ収集率

国民一人あたりの
所得に対する
ごみの発生量

ごみ処理の階層 廃棄物管理の段階

2025年における161か国の所得別ごみ総発生量・ごみ組成質の予測

ごみが収集される

ごみが適切 に
埋め立て処 分される

ごみが中間処理される
（資源化、焼却による埋め立て量の削減）

資源管理による
持続可能な社会

途上国

日本はこのあたり

環境 保全
   の 段階

公衆衛生
の段階

ごみ削減と
3R導入の段階

循環型経済の
構築の段階

1
2

3
4

2025年

2012年
（集計年度は各国で異なる）

7500
万t/年

3億6900
万t/年

9億5600
万t/年

2億4300
万t/年

4億2600
万t/年

6億200
万t/年

6億8600
万t/年

2億100
万t/年

■ 有機物　■ 紙類　■ プラスチック　■ ガラス類　■ 資源類　■ その他

低所得国
タンザニア、ガーナ、モザンビーク、

ミャンマー、ネパール、
ハイチ、タジキスタンなど

38か国、総都市人口3億4300万人

低～中所得国
アルバニア、ブータン、ペルー、
フィリピン、ボリビアなど

42か国、総都市人口12億9300万人

中～高所得国
コスタリカ、キューバ、ロシア、
メキシコ、セルビアなど

35か国、総都市人口5億7200万人

64%

62%
55%

10%

13%

13%

4%
3% 15%

59%
9%

12%

2%
3% 15%

54%
14%

28%

28%

31%

30%

11%

11%
5%

7%
6%

17%

11%

7%
6%

18%

50%

15%

15%

12%

4%
4%

5%

6%
9%
3%
3%
17%

8%
3%
3%

3% 17%

高所得国
デンマーク、カタール、日本、
シンガポール、オマーンなど
46か国、総都市人口7億7400万人

0

20

40

60

80

100

出典：2011年 廃棄物管理国際会議の発表をもとに作成

出典：What a Waste 2012をもとに作成

出典：What a Waste 2012をもとに作成

教えてくれた人

ごみをめぐる
キーワード

／知識を深めよう！／ごみ処分場に運んできたごみを、そのまま投棄するこ
と。開放投棄。ごみ山ができる原因にもなる。オープ
ンダンピングも同じ意味。一方、ごみを適切に埋め立
てたり、土で覆ったりして環境の影響に配慮すること
をコントロールダンピングと呼ぶ。

オープンダンプ
限りある資源の採取を抑え、環境負荷を減らした循環型社会を実現するためのキーワー
ド。Rから始まる三つの取り組みがあり、上から順に優先度が高い（左上図参照）。
「Reduce」（リデュース）……ごみの発生・資源の消費をもとから減らすこと。
「Reuse」（リユース）……ごみを繰り返し使うこと（再利用）。
「Recycle」（リサイクル）……ごみを資源としてふたたび利用すること（再資源化）。

3R（サンアール／スリーアール）
最終処分場に降った雨が埋め立てたごみに浸透し、ごみの中の
有害成分が溶出して汚染された水などをいう。浸出水が地下に
浸透すると、地下水汚染の原因となるため、遮水シートを設け地
下水への浸透を防ぐとともに、浸出水を集めて汚水処理施設で
安全なレベルにまで浄化し排出する。

浸出水
国際社会が2030年までに貧困を撲滅し、持続可能な開発
を実現するための指針。全部で17の目標があり、廃棄物
管理はゴール12（持続可能な消費と生産のパターンを確
保する）に最も関連している。

SDGs（エスディージーズ）

環境分野のスペシャリストとして、スリラ
ンカ、パレスチナ、ヨルダン、パキスタ
ン、イラン、チュニジア、アルジェリアな
どのJICAの国際協力事業、事例研究
に携わる。人材育成の経験も豊富で、
個人、組織、制度、社会の中において
包括的な課題対処能力を持ち、その能
力を自身で磨き上げていけるような研修
員を数多く育てている。2002年から17
年3月までJICAの国際協力専門員。

ごみ収集率は先進国
ではほぼ100%近くに
なる。一方、途上国
の多い南アジア地域
は65％、アフリカは
46％と半分にも満た
ない。残りは街なか
に勝手に投棄された
り、海や川などに流さ
れていたりする。

廃棄物管理の段階において、日本は3ごみ削減と3R導入の次の
ステップである、4循環型経済の確立に向けて歩みを進めている。
途上国の状況はさまざまだが、ひとたび発展が始まるとごみの増加
が速く、1から2と順を追わずに3も同時進行してごみに対処し、4
を目指していることもある。

高所得国は、将来的に見てごみ量がほぼ変化しないと予想されている。その理由はごみの発生を抑制する対策（3Rなど）が進むから。
国の所得レベルによる違いはごみ質に表れている。低所得国になるほど有機物の割合が大きくなる。

世界のごみの現状を知る
ご
み
問
題
は
、経
済
発
展
の
度
合
や
、

処
分
場
に
適
し
た
土
地
の
確
保
、

振
り
分
け
ら
れ
る
予
算
な
ど
に
よ
っ
て

国
ご
と
に
事
情
が
異
な
っ
て
く
る
。

段
階
を
追
っ
て
見
て
み
よ
う
。

出典：Global Waste Management 2015をもとに作成

最も好ましい ご
み
を
流
用
す
る

ご
み
を
処
理
す
る

減らす

再利用

再資源化

回復（分解・堆肥）

埋め立て

焼却（エネルギー回収）

コントロールダンピング

出典：What a Waste 2012をもとに作成

廃棄物管理を考えたとき、好ましい処理の方法を上から順番に表したも
の。限りある地球の資源を有効に使う「3R」のなかにも、リデュース→リ
ユース→リサイクルという序列がある。

特集

世界82か国の
データをもとにし
た一人あたりの
所得レベルに応
じたごみの発生

量。ごみ量は所得が多くなるに
つれて増えているのがわかる。
表内にある横線は所得別のご
み量の平均値を示している。点
線の上側にある国はごみ量が多
く、下側にある国はごみ量が少
ないと言える。

一般社団法人 国際環境協力ネットワーク
 吉田充夫さん
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環境負荷低減で
豊かな自然を
未来へ託す

現在、ガイドラインを実践するための技術協力
をスリランカの3か所で行っています。2015年
から16年にかけて全国の自治体から候補地を
絞り、既存の処分場の現地視察を行って、土
地環境や自治体の意欲をもとに今回の3か所
を対象地域としました。処分場の維持管理や
改修のための助言など、地方自治体が今後独
自に活動できるようお手伝いをしています。今
後は三つの自治体での活動の成果をもとにマ
ニュアルを作り、CEAと協力して全国に普及拡
大を図っていきたいと思っています。

JICA専門家 大沼洋子さん

西部州7自治体のごみを受け入れているオープンダン
プの廃棄物処理施設。1日約500トンを処理する。ごみ
を持ち込む自治体ごとにデータをとり、ごみ量の管理を
行っている。今年2月、JICAの「都市ごみ再資源化施
設に係る普及・実証事業」により、ごみの自動分別機
が設置された。有価物と堆肥原料を高精度に選別でき
る技術で、処分場に搬入される混合ごみの資源回収と
堆肥製造を行う。地域の悪臭や水質汚濁などの環境衛
生を改善し、良質な有機堆肥製造と土壌劣化の緩和を
図る取り組みだ。施設を運営する「リサイクル」（千葉県）
のナディーカさんは「いずれは、野菜用、コメ用と作物別
に最適なコンポストを製造したい」と目を輝かせる。

右からダヌカ・ウィジェラタンさん（カラディアーナ最終処分場マネ
ジャー）、大沼洋子さん、運営会社リサイクルのナディーカ・エドリ
シンハさん、ラヌカ・フナワルダナさん、青年海外協力隊員の金
地晃史さん（行政への助言や学校での環境授業を行っている）

右：カタラガマ廃棄物処分場のコンポスト・プラント。混合ごみに混じる生ごみや資源利用できるものを分
別する／左：カタラガマのコンポスト・プラントで、サイトマネジャーのアリヤパラさんと青年海外協力隊員
の井上慎也さんはよく議論を交わす

カラディアーナ最終処分場

が
あ
る
。
J
I
C
A
の
専
門
家
と
し
て

同
国
の
中
央
環
境
庁
（
C
E
A
）
に
籍

を
置
く
大
沼
洋
子
さ
ん
は
「
現
在
、
ス

リ
ラ
ン
カ
の
お
も
な
最
終
処
分
場
は
、

穴
を
掘
っ
て
ご
み
を
埋
め
立
て
る
、
環

境
へ
の
負
荷
が
大
き
い
オ
ー
プ
ン
ダ
ン

プ
（
開
放
投
棄
）
と
い
う
方
法
を
と
っ

て
い
ま
す
。
国
内
最
大
都
市
の
コ
ロ
ン

ボ
が
あ
る
西
部
州
で
は
1
日
に
約

2
1
0
0
ト
ン
も
排
出
さ
れ
る
ご
み
を

埋
め
立
て
て
き
ま
し
た
。
新
し
い
場
所

を
確
保
し
よ
う
に
も
、
島
国
で
山
岳
地

帯
が
多
く
、
し
か
も
湿
地
帯
も
多
い
た

め
土
地
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

悪
臭
や
健
康
被
害
の
リ
ス
ク
を
懸
念
す

る
周
辺
住
民
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
状

況
で
す
」
と
説
明
す
る
。

　

低
コ
ス
ト
で
持
続
可
能
な
新
た
な
技

術
の
開
発

│
ス
リ
ラ
ン
カ
の
行
政
と

J
I
C
A
に
よ
る
廃
棄
物
管
理
へ
の
挑

戦
の
道
程
は
長
い
。
02
年
の
調
査
に
始

ま
り
、
地
方
自
治
体
の
体
制
構
築
や
研

修
を
通
し
た
人
材
開
発
の
協
力
を
進
め

て
き
た
な
か
で
、
11
年
か
ら
は
埼
玉
大

学
な
ど
と
と
も
に
「
廃
棄
物
処
分
場
に

お
け
る
地
域
特
性
を
活
か
し
た
汚
染
防

止
と
修
復
技
術
の
構
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
実
施
し
た
。
5
年
を
か
け
て
実
施
さ

れ
た
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
持
続

的
で
適
用
可
能
な
廃
棄
物
処
分
場
の
計

画
・
管
理
・
汚
染
防
止
ガ
イ
ド
が
作
成

さ
れ
、
現
地
調
達
可
能
な
資
材
を
用
い

た
低
コ
ス
ト
、
低
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
低

環
境
負
荷
を
目
指
し
た
技
術
開
発
が
行

わ
れ
た
。

「
当
時
、
街
に
は
ご
み
が
あ
ふ
れ
、
衛

生
的
に
も
問
題
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
10
年
で
ス
リ
ラ
ン
カ
は

大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
行
政
へ
の
助

言
や
分
別
回
収
の
提
言
な
ど
、
長
期
に

わ
た
る
地
道
な
活
動
で
市
民
の
意
識
も

変
わ
り
、
国
内
の
10
程
度
の
自
治
体
で

し
か
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
コ
ン
ポ
ス

ト（
生
ご
み
を
発
酵
さ
せ
て
作
る
堆
肥
）

製
造
な
ど
の
中
間
処
理
が
、
今
で
は
国

内
3
3
5
の
自
治
体
の
う
ち
1
2
0

ほ
ど
の
自
治
体
で
行
な
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
街
の
衛
生
問
題
は

徐
々
に
改
善
さ
れ
、
環
境
負
荷
を
低
減

す
る
最
終
処
分
場
の
整
備
を
計
画
す
る

段
階
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
」。

2
0
0
2
年
、
J
I
C
A
の
技
術
協
力

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
の
佐
藤
尚
文
さ
ん
は
、
初
め
て
ス
リ

ラ
ン
カ
を
訪
れ
た
頃
を
ふ
り
返
る
。

　

ス
リ
ラ
ン
カ
政
府
は
、
00
年
に
「
廃

棄
物
管
理
国
家
戦
略
」
を
制
定
し
、
こ

の
分
野
の
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
き

た
が
、
ス
リ
ラ
ン
カ
に
は
特
有
の
課
題

ま
だ
土
地
勘
も
な
く
不
安
も
あ
り
ま
し

た
が
、
現
地
の
関
係
者
と
の
調
整
に
精

い
っ
ぱ
い
当
た
り
ま
し
た
。
こ
の
事
故

は
、
ス
リ
ラ
ン
カ
行
政
関
係
者
だ
け
で

な
く
、
市
民
に
も
廃
棄
物
管
理
の
重
要

性
を
知
ら
し
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

私
も
専
門
家
と
し
て
、
廃
棄
物
処
理
の

客
観
的
な
デ
ー
タ
を
も
と
に
具
体
的
な

改
善
方
法
を
提
示
す
る
な
ど
、
ス
リ
ラ

ン
カ
行
政
が
抱
え
る
課
題
と
向
き
合
う

こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
」

 

低
コ
ス
ト
で
維
持
が
簡
単

長
く
稼
働
す
る
施
設
を

　

ス
リ
ラ
ン
カ
を
は
じ
め
ア
ジ
ア
の

国
々
で
、
土
壌
・
地
下
水
汚
染
対
策
、

廃
棄
物
処
分
場
の
修
復
技
術
構
築
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
す
る
の
は

埼
玉
大
学
大
学
院
教
授
の
川
本
健
さ
ん

だ
。
J
I
C
A
と
協
力
し
て
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
作
成
に
携
わ
り
、
現
地
で
入
手

が
容
易
な
コ
コ
ナ
ツ
繊
維
や
そ
の
殻
炭
、

重
金
属
吸
着
活
性
の
高
い
地
質
材
料
、

膨
潤
性
粘
土
を
活
用
し
た
水
質
浄
化
技

術
・
汚
染
防
止
の
研
究
を
行
っ
て
き
た
。

「
日
本
に
よ
る
支
援
が
終
わ
っ
た
後
も
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
ス
リ
ラ
ン
カ
政
府
自

身
の
手
で
運
営
・
管
理
さ
れ
る
た
め
に

は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
。
同
じ
島
国

で
あ
る
日
本
の
管
理
方
法
は
有
用
で
す

が
、
た
と
え
ば
、
浸
出
水
（
廃
棄
物
処

分
場
か
ら
出
て
く
る
汚
水
）
が
地
下
に

染
み
込
ま
な
い
よ
う
に
す
る
遮
水
材
ひ

と
つ
と
っ
て
も
、
日
本
で
使
用
さ
れ
る

よ
う
な
も
の
は
現
地
で
は
高
価
で
多
用

で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
ス
リ
ラ
ン
カ

特
有
の
膨
潤
性
粘
土
を
遮
水
材
と
し
て

活
用
す
る
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。
低
コ

ス
ト
・
低
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で
あ
り
な
が

ら
、
大
型
施
設
と
同
等
の
性
能
評
価
を

得
ら
れ
る
施
設
を
作
っ
て
い
く
こ
と
。

薬
で
い
う
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
の
よ
う
な
工

事
が
有
効
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
九
州

よ
り
大
き
く
、
北
海
道
よ
り
小
さ
い
国

土
の
ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
、
こ
の
分
野
の

仕
事
の
従
事
者
の
数
も
限
ら
れ
て
お
り
、

目
が
行
き
届
き
管
理
し
や
す
い
規
模
の

処
理
施
設
が
適
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
風
土
を
熟
知
し
、
細
や
か
に
対

応
し
た
施
設
作
り
が
、
持
続
的
に
施
設

を
機
能
さ
せ
る
た
め
に
は
不
可
欠
な
の

　

現
在
、
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
三
つ

の
自
治
体
で
試
験
的
に
実
践
す
る
取
り

組
み
を
支
援
す
る
大
沼
さ
ん
は
、「
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
が
将
来
的
に
全
土
で
う
ま

く
運
用
さ
れ
る
よ
う
、
ス
リ
ラ
ン
カ
関

係
機
関
の
能
力
向
上
に
協
力
し
て
い
き

た
い
」
と
日
々
奮
闘
す
る
。

「
昨
年
、
ミ
ー
ト
タ
ム
ッ
ラ
と
い
う
最

終
処
分
場
で
、
大
き
な
崩
落
事
故
が
起

こ
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ン
ボ
市
の
ご
み
を

受
け
入
れ
て
き
た
オ
ー
プ
ン
ダ
ン
プ
の

最
終
処
理
施
設
で
す
。
死
者
32
名
、

4
1
8
世
帯
が
被
災
し
た
大
き
な
事

故
で
し
た
。
か
ね
て
か
ら
崩
落
の
危
険

性
が
指
摘
さ
れ
、
事
故
の
数
日
前
の
長

雨
時
に
は
避
難
勧
告
も
出
て
い
ま
し
た
。

事
故
の
直
後
に
日
本
政
府
か
ら
派
遣
さ

れ
た
国
際
緊
急
援
助
隊
の
専
門
家
に
よ

る
的
確
な
助
言
は
、
現
地
の
人
々
に

と
っ
て
本
当
に
心
強
い
も
の
で
し
た
。

私
自
身
は
着
任
し
て
す
ぐ
の
出
来
事
で
、

スリランカも廃棄物管理の問題に直面している。
日本の技術と志で、スリランカの廃棄物管理に挑む
専門家たちの日々を追った。
写真⃝阿部雄介　文⃝大石美樹（編集部）

特集

〔プロジェクト紹介〕

廃棄物管理における汚染防止・
環境負荷低減

（2017年2月～2019年2月）
JICA専門家・大沼洋子さんがエックス都市
研究所の佐藤尚文さんや、国際航業のコン
サルタントをはじめとしたチームと協力し、日
本とスリランカの研究者によって開発された
最終処分場の管理技術を示したガイドライ
ンを用いながら、適切な廃棄物管理による
環境改善に取り組んでいる。クルネガラ、ラ
トナプラ、カタラガマの三つの地方自治体
において、それぞれの地域特性に合わせた
協力が進行中である。

スリランカ
Sri Lanka1

首都 ：スリ・ジャヤワルダナプラ・コッテ
通貨 ： ルピー
人口 ：約2,103万人（2016年）

公用語 ：シンハラ語、タミル語、
連結語：英語

スリランカ民主社会主義共和国

地域特性に沿ったアイデアで
持続可能な廃棄物管理を実現
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出
す
人

集
め
る
人

処
理
す
る
人

み
ん
な
の
意
識
が

社
会
を
変
え
る

回収に向かう作業員はGPSを携帯
し、回収漏れのエリアをなくすなど
効率的な管理を目指している

カタラガマ村にあるホテルのコンポスト・バケツ。右から、確実な分別のためにバケツにオ
リジナルのシールを付けたホテルオーナー、エックス都市研究所の佐藤さんと飯田知遥
さん、週5日間カタラガマ村や村民と調整・活動を行っているラヤン・グナセカラさん

ビニール袋など消化できないごみを食べたゾウの
健康被害が広がっている

JICAの協力で作られたガイドラインは、費用と環境負荷
の低減のために非常に必要性の高い技術に基づいて
います。実際にいま、ガイドラインに従って国内の資材や
技術ノウハウを生かした処分場改善を試みています。ど
のくらいの費用が低減されるのか、処分場の汚染改善

状況はどうか、報告を待っているところです。結果を見
ながら、ぜひ国内の20 ～25の処分場でも同じ技術

を用いていきたいと思っています。

日本の技術とその土地の事情を考慮し、持続可能な処
理施設の運営を目指しています。ココナツ繊維を使った
汚水処理施設を導入する際は、そこから出る処理水を
コンポスト作りに無駄なく使用していくなどの工夫も大
切です。また、3Rの活動推進によってもたらされる成果
は、ごみの最終処分量がどのくらい減ったかだけでなく、

有価物の売却やコンポスト販売で収益がどうだったか
などの具体的な金額を把握し、誰もがわかりやす
い形で成果を共有することも、プロジェクトを継続
させるのには必要だと思います。

中央環境庁（CEA）副局長インドララトゥナさん

埼玉大学大学院理工学研究科教授 川本健さん

G
P
S
で

効
率
化
!

ご
み
は
堆
肥
に
。

し
っ
か
り
再
利
用
!

ゾ
ウ
が
…
。

　

現
在
、
村
の
二
つ
の
エ
リ
ア
で
3
R

活
動
を
推
進
し
て
い
る
。
佐
藤
さ
ん
は
、

「
分
別
か
ら
処
理
ま
で
多
く
の
人
が
関

わ
る
ご
み
処
理
は
、
廃
棄
す
る
人
に
は

出
さ
な
い
努
力
と
分
別
の
意
識
を
持
っ

て
も
ら
い
、
処
理
に
携
わ
る
人
に
は
い

か
に
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
働
い
て
も
ら

う
か
が
重
要
で
す
。
地
道
に
話
し
合
い
、

理
解
し
て
も
ら
う
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。

廃
棄
物
管
理
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に

は
人
が
す
べ
て
な
ん
で
す
」
と
、
村
内

で
分
別
さ
れ
た
ご
み
が
回
収
さ
れ
る
様

子
を
見
な
が
ら
う
れ
し
そ
う
に
話
す
。

効
率
的
な
分
別
方
法
、
自
宅
で
の
コ
ン

ポ
ス
ト
の
使
い
方
、
廃
棄
物
処
理
場
で

の
総
量
計
測
な
ど
を
指
導
し
な
が
ら
、

自
治
体
が
今
後
独
自
に
運
営
す
る
た
め

の
準
備
に
余
念
が
な
い
。

　

大
沼
さ
ん
は
昨
年
11
月
に
、
鹿
児
島
県

志
布
志
市
の
廃
棄
物
担
当
者
を
ス
リ
ラ
ン

カ
に
招
い
た
。
志
布
志
市
の
分
別
回
収
の

実
態
を
ス
リ
ラ
ン
カ
に
伝
え
、
身
近
に

感
じ
て
も
ら
う
た
め
だ
。
人
口
約
3
万

人
の
志
布
志
市
は
、
ご
み
焼
却
施
設
を

持
た
ず
、
市
で
出
る
ご
み
は
分
別
収
集

と
資
源
化
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
る
。
市

民
も
一
丸
と
な
っ
て
29
も
の
分
別
回
収

を
し
、
廃
棄
物
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

　

土
地
も
限
ら
れ
、
ご
み
焼
却
施
設
も

建
設
で
き
な
い
ス
リ
ラ
ン
カ
の
中
小
規

模
の
自
治
体
に
お
い
て
も
、
分
別
回
収

が
大
き
な
カ
ギ
と
な
る
。
志
布
志
市
の

取
り
組
み
に
衝
撃
を
受
け
た
C
E
A

や
ス
リ
ラ
ン
カ
自
治
体
職
員
は
、
今
年

2
月
、
自
ら
希
望
し
て
志
布
志
市
に
視

察
に
訪
れ
た
。
実
際
の
取
り
組
み
を
目

の
当
た
り
し
た
メ
ン
バ
ー
は
、
国
レ
ベ

ル
で
は
な
く
自
治
体
主
体
の
施
策
で
あ

る
こ
と
や
、
同
市
の
人
口
規
模
が
ス
リ

ラ
ン
カ
の
中
小
規
模
の
自
治
体
と
近
く
、

自
分
た
ち
で
も
取
り
入
れ
ら
れ
そ
う
な

具
体
的
な
工
夫
が
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に

は
資
源
循
環
シ
ス
テ
ム
を
持
ち
ご
み
の

最
小
化
を
図
っ
て
い
る
こ
と
に
感
銘
を

受
け
、「
同
じ
取
り
組
み
を
ス
リ
ラ
ン

カ
全
国
に
広
め
た
い
」
と
意
気
込
む
。

　

島
国
の
日
本
が
培
っ
て
き
た
技
術
と

考
え
方
は
、
廃
棄
物
管
理
の
現
場
で
も

「
持
続
可
能
な
未
来
」
の
た
め
に
重
要

な
価
値
観
と
な
っ
て
い
た
。
長
い
時
間

を
か
け
て
ス
リ
ラ
ン
カ
の
廃
棄
物
管
理

は
前
進
を
続
け
て
い
る
。
そ
の
取
り
組

み
に
寄
り
添
い
、
と
も
に
歩
む
日
本
人

技
術
者
、
専
門
家
た
ち
の
志
が
生
き
て

い
る
現
場
だ
っ
た
。

6
割
を
占
め
、
生
ご
み
の
分
別
と
コ
ン

ポ
ス
ト
へ
の
転
換
は
不
可
欠
だ
。
農
業

が
盛
ん
な
ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
コ
ン
ポ
ス

ト
の
需
要
も
高
い
。

　

C
E
A
の
イ
ン
ド
ラ
ラ
ト
ゥ
ナ
副
局

長
は
そ
の
重
要
性
を
話
す
。「
16
年
に

日
本
の
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
『
カ
ワ
シ
マ
』

（
群
馬
県
）
の
コ
ン
ポ
ス
ト
製
造
機
が

キ
ャ
ン
デ
ィ
県
に
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
地
方
自
治
省
は
そ
の
機
材
を
ス

リ
ラ
ン
カ
全
州
に
導
入
す
る
計
画
を
立

て
て
お
り
、
今
後
は
コ
ン
ポ
ス
ト
の
製

造
が
広
域
的
に
行
わ
れ
る
予
定
で
す
」。

こ
れ
は
、
J
I
C
A
の
協
力
で
導
入
さ
れ

た
日
本
の
中
小
企
業
の
技
術
が
現
地
で
認

め
ら
れ
、
普
及
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
好

事
例
で
も
あ
る
。

　

カ
タ
ラ
ガ
マ
に
お
い
て
も
、
以
前
か

ら
生
ご
み
の
分
別
回
収
は
行
わ
れ
て
い

た
も
の
の
、
う
ま
く
機
能
し
て
い
な

か
っ
た
。
村
の
助
役
の
ジ
ャ
ヤ
テ
ィ
ラ

カ
さ
ん
は
、「
現
在
進
め
て
い
る
処
分

場
の
改
修
に
合
わ
せ
て
、
ご
み
の
基
礎

デ
ー
タ
を
取
り
、
ま
た
、
住
民
の
意
識

を
変
え
る
た
め
に
継
続
的
な
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。ご
み
を
減
量
し（
リ

デ
ュ
ー
ス
）、
再
利
用
し
（
リ
ユ
ー
ス
）、

再
資
源
化
す
る
（
リ
サ
イ
ク
ル
）
3
R

に
対
す
る
住
民
の
意
識
は
、
高
ま
っ
て

き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
昨
年
に

は
、
学
校
や
仏
教
施
設
を
巻
き
込
ん
で
、

3
R
を
推
進
す
る
た
め
の
ロ
ゴ
・
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い
ま
し

た
。
関
係
者
の
間
で
、
3
R
の
意
識
が

相
乗
的
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
」
と
言
う
。

で
す
」

　

ス
リ
ラ
ン
カ
南

部
の
カ
タ
ラ
ガ
マ
は

人
口
2
万
2
0
0
0

人
ほ
ど
の
村
で
、

現
在
、専
門
家
チ
ー

ム
に
よ
る
協
力
が

行
わ
れ
て
い
る
自

治
体
の
一
つ
だ
。

国
立
公
園
が
隣
接

す
る
こ
の
村
に
は
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
人

た
ち
に
と
っ
て
神
聖
な
寺
院
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
お
祭
り
の
時
期
に
は
国
内
全

土
か
ら
1
0
0
万
人
も
の
人
が
押
し
寄

せ
る
。
処
理
施
設
で
は
、
訪
れ
る
人
々

が
出
す
大
量
の
ご
み
処
理
や
、
ま
た
近

隣
に
生
息
す
る
60
頭
も
の
野
生
の
ゾ
ウ

が
ご
み
を
あ
さ
る
な
ど
の
問
題
を
抱
え

て
い
た
。
一
方
、「
遮
水
を
し
て
い
な

い
施
設
の
場
合
、
浸
出
水
は
土
壌
に
染

み
込
ん
で
地
下
水
を
汚
染
し
ま
す
」
と

佐
藤
さ
ん
は
、
カ
タ
ラ
ガ
マ
村
の
処
理

施
設
予
定
地
に
立
ち
、
ご
み
処
理
が
環

境
に
与
え
る
負
荷
へ
の
対
策
の
難
し
さ

を
指
摘
す
る
。

「
村
の
一
部
地
域
の
伏
流
水
（
地
下
を

流
れ
る
水
脈
）
は
数
値
的
に
も
汚
染
さ

れ
て
お
り
、
定
期
的
に
水
質
を
調
査
し

て
い
ま
す
」

　

処
分
場
の
改
善
の
現
場
で
は
、
現
地

の
粘
土
を
活
用
し
た
遮
水
を
行
い
、
ゾ

ウ
の
侵
入
を
防
ぐ
電
流
フ
ェ
ン
ス
も
設

置
さ
れ
た
。
ま
た
、
山
の
ふ
も
と
に
あ

る
地
形
を
生
か
し
、
動
力
ポ
ン
プ
な
ど

を
使
わ
ず
に
自
然
勾
配
で
浸
出
水
を
収

集
で
き
る
よ
う
に
設
計
し
、
集
め
た
浸

出
水
は
コ
コ
ナ
ツ
繊
維
材
料
を
使
っ
て

処
理
す
る
予
定
と
い
う
。

「
こ
れ
ま
で
処
分
場
へ
未
処
理
で
投
棄

さ
れ
て
い
た
『
し
尿
』
に
つ
い
て
も
、

処
理
施
設
を
導
入
す
る
予
定
で
す
。
コ

ン
ポ
ス
ト
を
作
る
バ
ク
テ
リ
ア
の
反
応

に
必
要
な
水
に
、
し
尿
処
理
水
を
使
用

す
る
の
で
す
。
ま
た
、
し
尿
処
理
の
過

程
で
発
生
す
る
汚
泥
に
は
、
植
物
の
育

成
に
重
要
な
窒
素
や
リ
ン
が
含
ま
れ
て

い
る
の
で
、
コ
ン
ポ
ス
ト
に
混
ぜ
て
製

品
の
価
値
を
上
げ
て
い
く
計
画
で
す
」。

ご
み
を
有
効
活
用
し
、
暮
ら
し
に
還
元

す
る
工
夫
が
行
わ
れ
て
い
た
。

 

持
続
可
能
な
廃
棄
物
管
理
は

ご
み
の
有
効
活
用
か
ら
始
ま
る

　

ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
、
生
活
ご
み
は
生

ご
み
と
混
合
ご
み
の
2
種
類
に
大
き
く

分
類
さ
れ
る
。
そ
の
う
ち
生
ご
み
は
約

カタラガマはスリランカ国内でも特
殊な村です。仏教、ヒンズー教、イ
スラム教の宗教施設が1か所に
あり、多くの人が訪れます。私たち
はこれまで廃棄物管理業務を計
画なしに行ってきたため、JICAの
協力が始まる前はごみ量の増加
に対応できていませんでした。JICA
は今、体系的・効率的な廃棄物
管理の実現に向けた
挑戦をしてくれていま
す。ごみの適正な処
理に向けて、今度は
私たちが、市民とと
もに挑戦していき
ます。

カタラガマ村助役ジャヤティラカさん

廃棄物管理の改善をともに進めるカタラガマの仲間たち。市の職員と日本からの専門家をはじめ、
皆が一つのチームとなって進める取り組みに大きな期待が寄せられている
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紛
争
ば
か
り
が
メ
デ
ィ
ア
で
報
道
さ
れ

る
パ
レ
ス
チ
ナ
で
あ
る
が
、そ
こ
で
も

人
の
暮
ら
し
が
営
ま
れ
、日
々
大
量

の
ご
み
が
家
庭
や
商
業
施
設
、建

設
現
場
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
て

い
る
。そ
の
処
理
に
は
紛
争

地
特
有
の
困
難
が
あ
り
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
現
地
の
熟

練
チ
ー
ム
と
手
を
携

え
て
こ
の
問
題
に
取

り
組
ん
で
き
た
。

紛
争
地
特
有
の

ご
み
問
題
に
取
り
組
む

〔プロジェクト紹介〕

廃棄物管理能力向上プロジェクト 
フェーズ2
（2015年1月～）

ヨルダン川西岸地区に設置された12のJSC
（広域行政カウンシル）が、廃棄物の収
集運搬を軌道に乗せられるように支援。LET
（現地専門家チーム）の採用や現地職員
研修に加え、「パレスチナ国家廃棄物管理
戦略」の策定にも携わる。

パレスチナ自治区
Palestine 2

人口 ：約495万人（2017年）
公用語 ：アラビア語

イスラエルがパレスチナ自治区との境や内部に建設した壁

フェーズ1で支援したジェリコなど、廃棄物管理が
軌道に乗っている先進JSCの専門家で構成された
LET。住民への啓発運動も行っている

住民への啓発活動の一環として日本の「八千代エンジニヤリング」が、
現地でテレビ番組を制作。廃棄物管理の意義や仕組みをわかりやすく
伝え、再放送を含め73％もの住民が視聴している

ガザ地区はイスラエルによ
る経済制裁のため廃棄物
収集車の燃料が十分に確
保できない。ロバが引く荷車
がごみ収集を担っている

世界銀行の支援で作られたヘブロン衛生処分場。
しかし埋め立て容量も限界に近づきつつあり、敷地
の拡張や新たな処分場の建設も喫緊の課題だ

16年11月～17年1月の期間パレスチナに赴
任し、その後も日本と現地を往復。現地で人
材を活用し、ごみ収集率を向上させている。

ご
み
収
集
は

ロ
バ
！？

へ
の
ご
み
の
運
搬
に
時
間
と
コ
ス
ト
が

か
か
り
、
ま
た
新
た
な
処
分
場
の
立
地

確
保
も
イ
ス
ラ
エ
ル
と
の
交
渉
を
要
す

る
場
合
も
あ
り
困
難
だ
。

　

そ
の
結
果
、
オ
ー
プ
ン
ダ
ン
プ
サ
イ

ト
と
呼
ば
れ
る
野
ざ
ら
し
の
不
法
投
棄

場
が
次
々
に
生
ま
れ
た
。
オ
ー
プ
ン
ダ

ン
プ
サ
イ
ト
は
悪
臭
や
病
害
虫
の
発
生
、

地
下
水
や
土
壌
の
汚
染
な
ど
生
活
環
境

の
悪
化
と
い
っ
た
問
題
を
起
こ
し
た
。

こ
の
よ
う
な
問
題
に
対
処
し
、
適
切
な

ご
み
処
理
を
実
施
し
て
い
く
た
め
の
国

際
的
な
協
力
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

前
例
の
な
い

現
地
専
門
家
の
活
用
で

継
続
的
な
体
制
を
築
く

　

J
I
C
A
は
、
処
分
場
の
整
備
や

ご
み
収
集
車
両
、
コ
ン
テ
ナ
な
ど
の
機

材
を
供
与
す
る
無
償
資
金
協
力
と
並
行

し
て
、
フ
ェ
ー
ズ
1
（
2
0
0
5
〜

2
0
1
0
）、
フ
ェ
ー
ズ
2
（
2
0
1
5

〜
現
在
）
の
技
術
協
力
を
行
っ
て
い
る
。

　

フ
ェ
ー
ズ
1
で
は
、西
岸
地
区
の
ジ
ェ

廃
棄
物
の
収
集
運
搬
に

大
き
な
足
か
せ

「
パ
レ
ス
チ
ナ
の
ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
地

区
は
千
葉
県
ほ
ど
の
地
域
で
す
。
し
か

し
、
普
通
な
ら
自
動
車
で
10
分
ほ
ど
の

距
離
の
隣
町
で
も
、
道
路
を
迂
回
さ
せ

ら
れ
検
問
所
の
通
過
に
時
間
が
か
か
っ

た
り
し
て
、
実
際
は
数
時
間
か
か
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
」

　

こ
う
話
す
の
は
、
2
0
1
6
年
11
月

か
ら
約
3
か
月
に
わ
た
り
現
地
で
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
調
整
員
を
務
め
た
J
I
C
A

の
村
田
貴
朗
さ
ん
だ
。
1
9
9
3
年

の
オ
ス
ロ
合
意
に
基
づ
い
て
パ
レ
ス
チ

ナ
自
治
政
府
（
Ｐ
Ａ
）
に
よ
る
暫
定
自

治
が
始
ま
っ
た
パ
レ
ス
チ
ナ
だ
が
、
隣

国
の
イ
ス
ラ
エ
ル
は
ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸

地
区
等
の
約
６
割
を
占
め
る
地
域
の
治

安
お
よ
び
行
政
権
を
保
持
し
、
イ
ス
ラ

エ
ル
の
入
植
地
が
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
居

住
エ
リ
ア
近
郊
に
島
の
よ
う
に
点
在
し

て
い
る
。
パ
レ
ス
チ
ナ
人
は
こ
こ
を
行

き
来
で
き
ず
、
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
に
よ
る

検
問
所
は
各
地
に
設
置
さ
れ
て
い
て
、

冒
頭
の
言
葉
の
よ
う
な
交
通
の
不
便
を

生
じ
さ
せ
る
一
因
と
な
っ
て
い
る
。

　

パ
レ
ス
チ
ナ
で
は
、
廃
棄
物
の
収
集

運
搬
が
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

紛
争
地
域
で
は
あ
る
も
の
の
、
多
く
の

パ
レ
ス
チ
ナ
人
が
生
活
を
営
ん
で
お
り
、

当
然
生
活
ご
み
が
出
る
。
現
在
、
パ
レ

ス
チ
ナ
西
岸
地
区
で
は
毎
年
43
万
ト
ン
、

住
民
一
人
当
た
り
1
日
0
・
8
キ
ロ
グ

ラ
ム
の
廃
棄
物
が
発
生
し
て
い
る
が
、

入
植
地
と
検
問
所
が
あ
る
た
め
処
分
場

「
J
S
C
を
統
括
す
る
地
方
自
治
庁

J
S
C
局
と
い
っ
て
も
、
設
立
当
初
は

局
長
と
副
局
長
の
二
人
だ
け
で
し
た
。

こ
れ
で
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
め
ら
れ

な
い
と
、
ま
ず
地
方
自
治
庁
が
ス
タ
ッ

フ
を
3
名
増
員
し
ま
し
た
が
、
こ
の
3

名
は
か
な
ら
ず
し
も
廃
棄
物
管
理
事
業

に
精
通
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
こ
で
取
り
組
み
の
進
ん

で
い
る
他
の
J
S
C
の
現
職
の
ベ
テ
ラ

ン
事
務
局
長
4
名
を
技
術
顧
問
格
の

L
E
T
（Local E

xpert T
eam

：

現
地
専
門
家
チ
ー
ム
）と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
に
加
わ
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
。

　

L
E
T
の
役
割
は
、
局
を
補
佐
し
、

各
J
S
C
に
対
し
て
技
術
的
な
助
言

を
行
う
こ
と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
作
成

さ
れ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
を
評
価
す

る
こ
と
、
支
援
終
了
後
も
パ
レ
ス
チ
ナ

内
に
お
け
る
技
術
的
サ
ポ
ー
ト
の
体
制

を
作
る
こ
と
で
す
。
現
地
専
門
家
の
活

用
は
J
I
C
A
廃
棄
物
管
理
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
め
ず
ら
し
い
試
み
で
し

た
が
、
優
秀
な
人
材
を
育
て
て
課
題
に

継
続
的
に
取
り
組
め
る
こ
と
は
大
き
な

意
義
が
あ
る
と
思
い
ま
す
」

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
局
の
職
員
の
増

員
や
研
修
に
取
り
組
む
一
方
で
、
ご
み

収
集
の
改
善
を
テ
ー
マ
に
し
た
テ
レ
ビ

番
組
を
現
地
の
会
社
に
制
作
し
て
も
ら

う
な
ど
住
民
啓
発
に
も
力
を
入
れ
た
。

　

こ
う
し
た
努
力
が
実
を
結
び
、
西
岸

地
区
の
J
S
C
の
組
織
体
制
が
整
っ
て

計
画
的
に
活
動
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
支
援
し
た
五
つ
の

J
S
C
で
は
廃
棄
物
収
集
サ
ー
ビ
ス
の

カ
バ
ー
率
が
、
15
年
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

開
始
時
の
44
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
18
年
の

時
点
で
90
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
向
上
し
た
。

さ
ら
に
、
J
I
C
A
と
L
E
T
の
支

援
に
よ
り
「
国
家
廃
棄
物
管
理
戦
略
」

（
2
0
1
7
〜
2
0
2
2
）
も
完
成
し
た
。

　

ま
た
、
パ
レ
ス
チ
ナ
に
は
新
し
い
動

き
が
あ
る
。
昨
年
10
月
、
ヨ
ル
ダ
ン
川

西
岸
地
区
と
ガ
ザ
地
区
の
二
つ
に
分
断

さ
れ
て
い
た
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
が
、

行
政
的
な
統
一
に
向
け
て
動
き
出
し
て

い
る
の
だ
。
当
然
、
ガ
ザ
地
区
に
も
前

述
の
国
家
戦
略
の
よ
う
な
統
一
的
な
政

策
に
基
づ
い
た
廃
棄
物
管
理
の
改
善
を

行
う
ニ
ー
ズ
が
あ
る
。
よ
り
よ
い
未
来

図
を
描
く
た
め
に
、
J
I
C
A
は
引

き
続
き
協
力
を
行
っ
て
い
く
。

リ
コ
県
で
J
S
C
（Joint Service 

 
Council

：
広
域
行
政
カ
ウ
ン
シ
ル
）
に

よ
る
廃
棄
物
の
収
集
運
搬
サ
ー
ビ
ス
を

開
始
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
J
S
C

と
は
、
こ
れ
ま
で
小
規
模
な
自
治
体
単

位
で
行
っ
て
い
た
廃
棄
物
管
理
を
、
各

自
治
体
が
連
合
体
を
作
っ
て
広
範
囲
で

行
う
組
織
で
、
人
員
、
車
両
、
資
金
を

効
率
よ
く
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
ジ
ェ
リ
コ
県
の
J
S
C
や
他
の

先
行
事
例
を
モ
デ
ル
に
、
西
岸
地
区
の

ほ
ぼ
各
県
に
一
つ
の
割
合
で
12
の

J
S
C
が
設
立
さ
れ
、
地
方
自
治
庁

に
は
、
全
J
S
C
を
管
理
す
る
局
が

設
け
ら
れ
た
。
設
備
面
で
も
、
世
界
銀

行
の
資
金
援
助
を
受
け
て
北
部
の
ジ
ェ

ニ
ン
県
と
南
部
の
ヘ
ブ
ロ
ン
県
の
2
カ

所
に
埋
め
立
て
衛
生
処
分
場
が
建
設
さ

れ
た
。
し
か
し
、
一
部
の
J
S
C
で
は
、

組
織
体
制
・
能
力
が
脆
弱
で
あ
る
た
め
廃

棄
物
の
収
集
運
搬
が
う
ま
く
い
っ
て
い
な

い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
そ
の
改
善
を

目
的
に
始
ま
っ
た
の
が
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
技
術

協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
フ
ェ
ー
ズ
2
だ
。

文
⃝
光
石
達
哉

T
V
番
組
を
作
っ
て

ア
ピ
ー
ル
!
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森林ごみ

粗大ごみ

ここ最近の
生活ごみ

だ
っ
た
。
し
か
し
、
被
害
の
あ
ま
り
の

大
き
さ
に
活
動
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
急

き
ょ
変
更
し
、
W
A
L
職
員
へ
の
緊
急

教
育
訓
練（
O
J
T
）を
実
施
し
た
。「
災

害
時
の
経
験
は
、
W
A
L
が
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
バ
バ
ウ
島
で
も
生
か
さ
れ

る
か
ら
」
と
、
廃
棄
物
の
処
理
プ
ロ
セ

ス
を
記
録
に
残
し
た
。

　

復
旧
作
業
の
O
J
T
を
実
施
す
る

な
か
で
、
小
田
さ
ん
は
ト
ン
ガ
の
災
害

廃
棄
物
管
理
の
課
題
に
気
づ
い
た
。

「
廃
棄
物
収
集
車
両
や
処
分
場
で
使
う
重

機
の
不
足
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
不
良
で
す
」

　

W
A
L
で
は
生
活
ご
み
の
収
集
車

両
を
8
台
所
有
し
て
い
る
が
、
全
車
両

を
災
害
廃
棄
物
の
処
理
に
使
用
し
た
た

め
、
生
活
ご
み
の
収
集
サ
ー
ビ
ス
は
1

週
間
ほ
ど
ス
ト
ッ
プ
し
た
。
家
庭
内
に

ご
み
が
た
ま
り
、
収
集
再
開
時
に
は
大

量
の
生
活
ご
み
を
集
め
る
必
要
が
生
じ

て
し
ま
っ
た
。

「
ト
ン
ガ
に
お
い
て
今
回
の
よ
う
な
国

家
非
常
事
態
宣
言
下
で
は
、
災
害
に
対

す
る
す
べ
て
の
管
理
を
ト
ン
ガ
緊
急
事

態
管
理
庁
（
N
E
M
O
）
が
司
り
ま
す
。

W
A
L
は
処
分
場
で
の
廃
棄
物
処
理

に
必
要
な
重
機
の
配
備
を
N
E
M
O

に
承
認
さ
れ
た
の
で
す
が
、
両
者
の
連

携
が
う
ま
く
い
か
ず
、
ほ
と
ん
ど
稼
働

し
な
い
状
態
で
処
分
場
に
置
か
れ
た
ま
ま
。

教
訓
と
し
て
、
緊
急
時
の
N
E
M
O
と

の
連
絡
系
統
、
重
機
や
車
両
の
確
保
、

災
害
廃
棄
物
管
理
と
3
R
＋
リ
タ
ー
ン
の
取
り
組
み

サ
イ
ク
ロ
ン
が
上
陸
！

ト
ン
ガ
の
災
害
廃
棄
物
管
理

サ
イ
ク
ロ
ン
に
よ
る
経
験
を
、

今
後
の
廃
棄
物
管
理
に
生
か
す

　

2
0
1
8
年
2
月
12
日
、
サ
イ
ク

ロ
ン
「
ジ
ー
タ
」
が
大
洋
州
の
島
国
、

ト
ン
ガ
王
国
に
上
陸
し
た
。
J
I
C
A

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
専
門
家
と
し
て
現
地

に
滞
在
し
て
い
た
小
田
真
之
介
さ
ん
に

よ
れ
ば
、「
私
が
聞
い
た
か
ぎ
り
で
は
、

ト
ン
ガ
タ
プ
島
に
上
陸
し
た
な
か
で
過

去
最
大
規
模
の
サ
イ
ク
ロ
ン
」
と
の
こ

と
。
幸
い
に
も
人
的
被
害
は
な
か
っ
た

が
、
街
中
の
木
や
電
柱
は
倒
れ
、
家
々

の
屋
根
は
吹
き
飛
ば
さ
れ
、
1
週
間
以

上
も
停
電
や
断
水
が
続
い
た
。
嵐
が
通

過
し
た
翌
朝
、
道
路
に
は
「
グ
リ
ー
ン

ウ
ェ
イ
ス
ト
」（
木
な
ど
の
廃
棄
物
）

や
住
宅
の
廃
材
が
あ
ふ
れ
、
そ
の
前
で

住
民
た
ち
は
呆
然
と
立
ち
尽
く
し
て
い

た
と
い
う
。

　

街
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
堆
積
し
た
災

害
廃
棄
物
は
、
ト
ン
ガ
保
険
省
か
ら
委
託

を
受
け
た
廃
棄
物
公
社
（
W
A
L
）
に

よ
っ
て
処
理
が
始
め
ら
れ
た
。
W
A
L

だ
け
で
な
く
、
一
般
の
住
民
も
率
先
し

て
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
イ
ス
ト
や
粗
大
ご
み

を
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
、
ト
ン
ガ
タ
プ
島

唯
一
の
タ
プ
ヒ
ア
処
分
場
に
運
び
込
む

の
だ
が
、
そ
れ
は
長
い
列
を
成
す
ほ
ど

だ
っ
た
。

　

小
田
さ
ん
の
今
回
の
派
遣
目
的
は
、

J-

P
R
I
S
M
2
の
活
動
と
し
て
ト

ン
ガ
タ
プ
島
で
1
世
帯
に
つ
き
月
額
約

5
0
0
円
で
提
供
さ
れ
て
い
る
W
A
L

の
廃
棄
物
管
理
サ
ー
ビ
ス
を
、
離
島
の

バ
バ
ウ
島
に
展
開
す
る
た
め
の
も
の

そ
し
て
災
害
廃
棄
物
の
受
け
入
れ
計
画

が
不
可
欠
だ
と
感
じ
ま
し
た
」

　

そ
ん
な
な
か
、「
も
う
処
分
場
は
い
っ

ぱ
い
で
、
ご
み
は
受
け
入
れ
て
も
ら
え

な
い
」
と
い
う
根
拠
の
な
い
噂
が
飛
び

交
っ
た
。
そ
こ
で
、
W
A
L
の
社
長
は
ラ

ジ
オ
で
国
民
に
、「
沼
地
が
あ
れ
ば
グ

リ
ー
ン
ウ
ェ
イ
ス
ト
を
捨
て
て
く
だ
さ

い
。
不
法
投
棄
と
は
見
な
し
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
土
地
所
有
者
の
承
諾
は
得
る

よ
う
に
」と
呼
び
か
け
た
。す
る
と
、「
う

ち
の
土
地
に
捨
て
て
も
か
ま
わ
な
い
」

と
い
う
住
人
が
ラ
ジ
オ
局
に
電
話
を
く

れ
た
の
で
、
そ
の
申
し
出
を
す
ぐ
に
ラ

ジ
オ
局
が
放
送
し
た
と
こ
ろ
、
処
分
場

ま
で
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
イ
ス
ト
を
運
べ
な

い
住
民
が
、
提
供
さ
れ
た
道
路
沿
い
の

空
き
地
に
捨
て
る
こ
と
が
で
き
た
。

「
災
害
廃
棄
物
の
仮
置
き
場
を
島
全
体

に
10
か
所
ほ
ど
設
定
し
、
マ
ッ
プ
を
作

成
し
て
周
知
し
て
お
け
ば
、
非
常
時
に
混

乱
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
」
と
い

う
小
田
さ
ん
の
提
案
に
、
W
A
L
の

社
長
も
前
向
き
な
検
討
を
約
束
し
た
。

　

11
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
J-

P
 R
 

I
S
M
」
は
、
17
年
2
月
か
ら
5
年
間

に
わ
た
る
「
フ
ェ
ー
ズ
2
」
に
入
り
、

そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
の
柱
と
し
て
、

地
域
全
体
で
の
災
害
廃
棄
物
管
理
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
作
成
が
サ
モ
ア
を
拠
点
に

始
ま
っ
て
い
る
。
サ
イ
ク
ロ
ン
「
ジ
ー

タ
」
に
よ
る
ト
ン
ガ
で
の
廃
棄
物
管
理

の
経
験
も
そ
こ
に
は
生
か
さ
れ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。

リ
サ
イ
ク
ル
組
合
を
設
立
し
、

「
3
R
+
リ
タ
ー
ン
」を
実
現

「
J-

P
R
I
S
M
2
」
の
活
動
の
柱

に
は
、「
3
R
+
リ
タ
ー
ン
」
も
挙
げ

ら
れ
る
。
リ
デ
ュ
ー
ス
（
ご
み
発
生
抑

制
）、
リ
ユ
ー
ス
（
再
使
用
）、
リ
サ
イ

ク
ル
（
再
資
源
化
）
の
3
R
に
、
リ

サ
イ
ク
ル
可
能
な
資
源
や
有
価
物
な
ど

の
処
理
困
難
物
を
海
外
へ
輸
出
す
る
と

い
う
「
リ
タ
ー
ン
」
を
加
え
た
も
の
で
、

島と
う

嶼し
ょ

国
な
ら
で
は
取
り
組
み
だ
。

　

そ
の
課
題
解
決
の
た
め
に
、
今
、
域

内
の
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
に
よ
る
組
合
の

設
立
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
人
口
の
少

な
い
国
で
は
、
リ
タ
ー
ン
し
よ
う
に
も

一
定
の
資
源
ご
み
量
が
集
ま
る
ま
で
に

時
間
が
か
か
っ
た
り
、
運
搬
す
る
船
の

燃
料
費
が
か
さ
み
、
資
源
の
買
い
取
り

価
格
に
よ
っ
て
は
赤
字
に
な
っ
た
り
す

る
な
ど
の
困
難
が
つ
き
ま
と
う
。
輸
出

が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
ご
み
と
し
て
最
終

処
分
場
行
き
と
な
る
た
め
、
処
分
場
を

使
用
で
き
る
期
間
も
短
く
な
っ
て
し
ま

う
。
そ
こ
で
、
域
内
の
国
々
で
ま
と
め

て
輸
出
す
る
こ
と
で
リ
タ
ー
ン
を
実
現

サイクロン「ジータ」はトンガの首都ヌクアロファ
のあるトンガタプ島に上陸。甚大な被害とともに
大量の災害廃棄物が発生した

サイクロン「ジータ」の後、
災害廃棄物が大量に運び込まれた
タプヒア処分場。アクセス道路が新設され、
ごみの種類によって廃棄場所が
区分けされている

トラックに積まれたグリーンウェイストが運
び込まれるタプヒア処分場。受付の女
性が、搬入者の名前や廃棄物のカテゴ
リーなどを記録する

WALの社長によるラジオで
の呼びかけに応じた道路
脇の土地所有者が、グリー
ンウェイストの仮置き場とし
て土地を提供した

リサイクルのためアルミ缶を梱包しているパラオのコロール州のリサイク
ルセンター。一定量が集まったところで船に積み、海外へ輸出する

〔プロジェクト紹介〕

大洋州地域廃棄物管理改善支援プロジェクトフェーズ2
（J-PRISM2）

（2017年2月～2022年2月）
大洋州の地域全体で行うプロジェクト。①「大洋州地域廃棄物・汚染管
理戦略」の達成度のモニタリング、②域内の廃棄物管理の専門家の育
成、③災害廃棄物管理ガイドラインの作成、④域内の有価物を輸出す
るための「3R＋リターン」という、四つのテーマを柱に取り組んでいる。

3
トンガ

Tonga

首都 ：ヌクアロファ
通貨 ：パアンガ
人口 ：約10.6万人（2015年）

公用語 ：トンガ語、英語

廃棄物管理の改善の専門家としてトンガ
で活動。サイクロン「ジータ」による災害
廃棄物の処理を現地スタッフへのOJTを
通じてサポートする。

２
０
１
８
年
５
月
18
～
19
日
、福
島
県
い
わ
き
市
で「
第
８
回
太
平
洋・島
サ
ミ
ッ
ト
」が
開
催
さ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
の
島
サ
ミ
ッ
ト
で
も
太
平
洋
諸
国
の
廃
棄
物
管
理
が

重
要
な
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
。

同
地
域
で
取
り
組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
現
状
を
報
告
す
る
。
文
⃝
松
井
健
太
郎

大
洋
州
は

災
害
多
発
地
帯

緊
急
時
の

対
応
は
迅
速
に
!

ご
み
は
し
っ
か
り

帳
簿
で
管
理
!

3
R
で
集
め
た

資
源
ご
み
は
海
外
へ

マーシャル諸島
パラオ

ソロモン諸島

バヌアツ

フィジー

トンガ

サモア

ミクロネシア連邦

パプアニューギニア

オーストラリア

トンガタプ島

ヌクアロファ

大洋州地域
（J-PRISM対象国）

新しい
アクセス道路

国際航業
小田真之介さん

特集

し
よ
う
と
、
リ
サ

イ
ク
ル
や
輸
出
の

拠
点
と
な
る
施
設

の
設
置
場
所
な
ど

に
つ
い
て
、
地
域

全
体
で
議
論
が
さ

れ
て
い
る
。
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思いは一
つ「きれいにしたい!」

　経済成長と都市人口の急激な増加
に伴って、ごみ問題が深刻化するアフリ
カの都市。持続可能な成長を続けるに
は、生活環境の改善が不可欠だ。16

年8月にケニアのナイロビで開催された
第6回アフリカ開発会議（TICAD Ⅵ）の
サイドイベントでは、ごみ問題を解決する
ための仕組み作りの必要性が参加者
の総意として合意され、翌17年4月に
はモザンビークでプラットフォーム設立の
ための準備会合が開催された。そして日
本の環境省、JICA、横浜市、また国連
環境計画、国連人間居住計画の提案
で、「アフリカのきれいな街プラットフォー
ム」が設立され、「マプト宣言」が採択
された。
　現在、同プラットフォームの加盟国は
29か国。政府や主要都市の廃棄物管
理行政官が集まる年次会合の開催や、
実務者の能力向上に向けた研修によっ
て廃棄物管理の知見を広げ、加盟国
内で共有するための活動が本格化して
いる。

「アフリカのきれいな街プラットフォー
ム」の活動の一環として、コートジボワー
ル、スーダン、ナイジェリア、南スーダン、
レソトの廃棄物管理行政官が、2018年
1月から2月にかけて日本の自治体のご
み処理を学ぶために来日した。
　神奈川県横浜市では、ごみ処理の
一連の流れを視察。街のごみ集積所で
は曜日ごとに分別し、朝8時までに出さ
れるごみを清掃員が回収するという日本
人には見慣れた光景に興味を示しつつ、
自国の住民のごみ収集に関する意識の

向上や行政とのコミュニケーションの必
要性を口にした。一行はまた、徹底した
分別収集によるごみの減量化に取り組
む鹿児島県志布志市も視察。埋め立
て処分を行う各国の課題と共通する減
量化の方法に強い関心を寄せていた。

5か国9名の行政官が来日し
自治体のごみ処理を学ぶ

ごみ問題の解決に向けた
プラットフォームが始動

神奈川県横浜市

鹿児島県志布志市

2017年4月に「アフリカのきれいな街プラットフォーム」が設立され、
廃棄物処理に関する知見の共有や官民の資金動員促進、

SDGsの推進を目的に、アフリカ加盟各国と　
パートナー機関が一つになって活動をスタート。

18年1月には5か国の廃棄物管理の行政官が来日し、
日本の自治体のごみ処理を学ぶ研修を行った。

ジンバブエ

スーダン

セネガル

タンザニア

ナイジェリア

ナミビア

ニジェール

南スーダン

ブルキナファソ

ボツワナ

マダガスカル

マラウイ

モザンビーク

モーリシャス

モロッコ

右上：すでに埋め立て処分が終了している
泉区の神明台処分地で、処分場からの浸
出水を適正に処理するための排水処理
施設を見学した／右下：神奈川区の住宅
街のごみ集積所を視察し、ごみ出しのルー
ルを守る住民の意識の高さに感心。視察
後、模擬的に収集作業も体験した

左：志布志市にある「そおリサイクルセンター松山
有機工場」で、生ごみを堆肥化する施設を見学
／右：同市民のごみ出しの様子。ごみ焼却施設
を持たないため再資源化に力を入れており、分
別が徹底されている

モザンビークの首都マプトで「アフリカのきれいな街プラットフォーム」が設立され、
加盟国の大臣や首長、伊藤忠彦環境副大臣らが出席した

ア
フ
リ
カ
の

き
れ
い
な
街

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

アンゴラ

ウガンダ

エジプト

エチオピア

ガーナ

カメルーン

ギニア

ケニア

コートジボワール

コモロ

コンゴ共和国

コンゴ民主共和国

ザンビア

ジプチ

特集
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て
い
る
「
京
都
モ
デ
ル
」
と
呼
ば
れ
る
、
市
民

の
協
力
を
得
て
地
域
で
取
り
組
む
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
回
収
」
だ
。
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
市
内
で
四
つ

の
モ
デ
ル
地
区
を
定
め
、
三
つ
の
回
収
方
法
を

試
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
定
期
的
な
回
収
日
を
決

め
て
そ
の
日
に
資
源
ご
み
を
持
ち
寄
っ
て
も
ら

う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
回
収
は
、
仕
組
み
が
簡
単
で

コ
ス
ト
も
か
か
ら
ず
、
住
民
の
協
力
が
い
ち
ば

ん
得
ら
れ
た
方
法
だ
っ
た
。

　
京
都
市
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
回
収
実
践
の
経

者
を
選
ぶ
こ
と
で
引
き
取
り
価
格
を
安
定
さ
せ

た
。
資
源
ご
み
を
決
ま
っ
た
日
に
決
ま
っ
た
場

所
に
持
っ
て
い
け
ば
、
そ
の
場
で
信
頼
で
き
る

価
格
で
買
っ
て
も
ら
え
る
。
シ
ン
プ
ル
な
仕
組

み
だ
か
ら
こ
そ
、
住
民
に
定
着
し
て
い
っ
た
。

「
続
け
て
い
く
中
で
、
ほ
か
の
資
源
ご
み
も
回

収
し
た
い
と
住
民
か
ら
声
が
上
が
り
、
段
ボ
ー

ル
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
回
収
が
始
ま
っ
た
地
区

も
あ
り
ま
す
」
と
、
着
実
に
成
果
が
上
が
っ
て

い
る
こ
と
を
田
中
さ
ん
は
笑
顔
で
説
明
す
る
。

タ
ー
を
使
っ
た
チ
ラ
シ
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
用
の

透
明
な
ご
み
袋
を
作
っ
た
り
し
て
、
子
ど
も
た

ち
も
含
め
て
住
民
の
人
た
ち
の
意
識
を
喚
起
し

て
い
っ
た
。「
子
ど
も
た
ち
へ
の
教
育
は
、
子

ど
も
だ
け
で
な
く
親
に
も
広
が
っ
て
い
く
の
で

効
果
が
大
き
い
」
と
語
る
田
中
さ
ん
。
理
屈
だ

け
で
な
く
、
楽
し
み
な
が
ら
ご
み
の
こ
と
を
考

え
た
子
ど
も
た
ち
が
大
人
に
な
る
頃
に
は
、
ラ

オ
ス
で
も
ご
み
の
分
別
は
当
た
り
前
に
な
っ
て

い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
ご
み
に
対
す
る
意
識
は
日
本
と
さ
ほ
ど
変
わ

ら
な
か
っ
た
の
で
、
ど
う
回
収
の
仕
組
み
を
作

り
、
継
続
し
て
い
く
か
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で

し
た
。
計
画
か
ら
実
行
ま
で
、
日
本
側
が
す
べ

て
を
お
膳
立
て
す
る
の
で
は
な
く
、
ラ
オ
ス
の

人
た
ち
が
自
分
た
ち
で
考
え
、
生
み
出
す
苦
労

を
し
な
い
と
継
続
で
き
ま
せ
ん
。
ま
ず
日
本
側

が
や
っ
て
み
せ
て
、
一
緒
に
や
り
、
自
分
た
ち

な
り
に
工
夫
し
て
い
く
形
が
で
き
れ
ば
、
今
後

に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
」
と
言
う
の

は
瀬
川
さ
ん
。

　
田
中
さ
ん
は
「
よ
く
こ
こ
ま
で
形
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
」
と
感
慨
深
げ
だ
。「
ご
み
だ
と

思
っ
た
も
の
が
収
入
に
な
り
、
お
も
し
ろ
み
が

出
て
く
る
ん
で
し
ょ
う
か
。
口
コ
ミ
で
広
が
っ

て
い
ま
す
し
、
な
に
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
回
収

に
集
ま
る
人
た
ち
の
顔
が
明
る
く
楽
し
ん
で

や
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
行
政
・
住
民
・
回
収

業
者
の
3
者
が
密
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
る
こ
と
で
、
も
っ
と
広
が
っ
て
い
く
と
思
い

ま
す
」
と
期
待
を
込
め
る
。

　
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
市
は
、
今
後
3
年
間
で
モ
デ

ル
地
区
を
増
や
す
計
画
を
発
表
し
て
い
る
。
ラ

オ
ス
で
の
今
後
の
取
り
組
み
の
広
が
り
が
楽
し

み
だ
。

環
境
教
育
で

ご
み
問
題
へ
の
意
識
を
高
め
る

　
も
う
ひ
と
つ
、
こ
の
支
援
で
力
を
入
れ
た
の

が
〝
環
境
教
育
〞
だ
っ
た
。

　
子
ど
も
た
ち
に
向
け
て
、
ご
み
分
別
を
わ
か

り
や
す
く
説
明
し
た
絵
本
を
製
作
し
た
の
だ
。

「
タ
イ
ト
ル
は
『
ご
み
の
旅
』。
モ
デ
ル
地
区
の

小
学
校
の
先
生
と
一
緒
に
、
わ
か
り
や
す
い
表

現
に
し
ま
し
た
」
と
田
中
さ
ん
。
手
引
書
や
モ

デ
ル
授
業
の
D
V
D
も
作
成
し
、
市
内
3
0
0

校
に
配
布
し
、
子
ど
も
た
ち
が
ご
み
の
分
別
を

考
え
、
実
践
す
る
き
っ
か
け
作
り
と
し
た
。

　
さ
ら
に
、
ご
み
分
別
を
推
進
す
る
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
小
学
生
か
ら
募
集
。「
混
ぜ
れ
ば
ご
み
、

分
け
れ
ば
資
源
」
と
い
う
標
語
と
キ
ャ
ラ
ク

1992年、「国際花と緑の博覧会」をきっかけに
設立。大阪市に蓄積された環境保全の知識や
経験を、国際連合環境計画国際環境技術セン
ターへの活動支援や地球温暖化対策、開発
途上国への技術支援などに活用している。

京都市では、ごみの発生抑制・再使用や分
別・リサイクルでごみの大幅な削減を目指し、
2004年にコミュニティ回収制度を創設。地域
の住民による自主的なごみ減量・リサイクル
の取り組みを支援し、古紙類、古着類、缶類、
びん類などが回収されている。

資源ごみ

回収の仕組
みを

整えたい!

ラ
オ
ス
の
首
都
、
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
市
。

人
口
約
80
万
人
（
2
0
1
5
年
）
の

こ
の
街
で
は
、
毎
日
お
よ
そ
3
5
0
ト
ン
か
ら

6
5
0
ト
ン
の
ご
み
が
発
生
し
て
い
る
と
い
わ

れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
埋
め
立
て
処
分

さ
れ
る
が
、
近
年
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
や
製
品
、
ア
ル
ミ
缶
な
ど
の

金
属
類
と
い
っ
た
自
然
に
分
解
さ
れ
な
い
ご
み

が
増
え
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
と
く
に
大
量

に
発
生
す
る
の
が
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
だ
。
ラ
オ
ス

の
水
道
水
は
そ
の
ま
ま
で
は
飲
用
に
適
さ
ず
、

ほ
と
ん
ど
の
人
が
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
を
買
っ

て
飲
む
た
め
、
そ
の
量
は
ご
み
全
体
の
重
さ
の

1
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

い
ち
ば
ん
効
果
が
あ
っ
た

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
回
収

　
2
0
1
5
年
、
そ
ん
な
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
市
の

ご
み
問
題
に
対
し
て
、
大
阪
市
の
地
球
環
境
セ

ン
タ
ー
（
G
E
C
）
と
、
環
境
先
進
都
市
と
し

て
ご
み
問
題
に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
き
た
京
都
市
が
共
同
で
行
う
草
の
根

技
術
協
力
事
業
「
首
都
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
市
に
お

け
る
市
民
協
働
型
廃
棄
物
有
効
利
用
シ
ス
テ
ム

構
築
支
援
」
が
始
ま
っ
た
。

 

「
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
市
で
は
、
資
源
ご
み
は
ま
っ

た
く
分
別
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
、
は

じ
め
の
5
か
月
は
、
そ
れ
ら
を
ど
う
分
別
し
、

ど
う
回
収
す
る
か
、
そ
の
方
法
を
検
討
し
ま
し

た
」
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
始
ま
り
を
語
る

G
E
C
の
田
中
真
一
さ
ん
。

　
資
源
ご
み
の
回
収
に
は
三
つ
の
方
法
が
考
え

ら
れ
る
。
日
本
で
一
般
的
な
「
行
政
に
よ
る
収

集
」、
店
舗
な
ど
に
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
す

る
「
拠
点
回
収
」、
そ
し
て
京
都
市
が
実
践
し

地球環境センター今月号の地域今月号の世界

京都市

ラオスの首都。メコン川沿いに広がる街で、
川の向こうはタイ。近年、市民の生活水準の
向上や様式変化でごみの種類が複雑化し、
埋め立てだけでは対応しきれなくなっている。
また市民にも、3Rの推進やリサイクルへの期
待が高まっている。

ビエンチャン市

大阪府 ▼

▼ ラオス

京都府 ▼

草の根の協力で取り組む

資源ごみ回収
大量に排出される資源ごみへの対応がなかなか進まないラオスの首都ビエンチャン市。

回収への市民の意識はあるが、仕組みが追いつかないのだ。
そこに名乗りを上げたのが地球環境センター（GEC）と京都市。日本での経験をラオスで生かした。

仕組みが簡単でコストもかからず、
住民の協力がいちばん得られた
「コミュニティ回収」を実施

［現地で三つの回収方法を試験実施］

●日本では一般的な「行政による収集」
●店舗などで回収する「拠点回収」

●市民が回収日に持ち寄る「コミュニティ回収」

地
域
と

世
界
の

き
ず
な

62

資源ごみ
買い取りマス

上・右上：ビエンチャン市のモデル地区でのコミュニティ回収。みん
な、大量のペットボトルを持ってくる／右下：ごみ処分場から回収さ
れたペットボトル／左：最初からプロジェクトに関わってきたGECの
田中さん（右）と瀬川さん

上：モデル地区の小学校で
行われた環境教育の授業。
子どもたちは、プロジェクトが
製作した絵本などでごみにつ
いて学んだ／左：ごみ問題の
啓発のために製作した絵本、
チラシ、ごみ袋など。シーカイ
ター小学校5年生のティッパ
ポンさん（左）のイラストが、ご
み分別推進イメージキャラク
ターに決まった

住民・事業者・行政が事業を行うなかで
見えてきた課題について話し合う場を定
期的に設けている

験
を
持
っ
て
事
業
に

参
加
し
た
瀬
川
道
信

さ
ん
に
よ
れ
ば
、「
ビ

エ
ン
チ
ャ
ン
の
人
た

ち
は
、
3
R
と
い
う

言
葉
も
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
や
ア
ル
ミ
缶
が
お

金
に
な
る
こ
と
も

知
っ
て
い
ま
し
た
が
、

こ
れ
ま
で
は
個
人
で

回
収
業
者
に
引
き

取
っ
て
も
ら
っ
て
い

ま
し
た
。
住
民
の
中

に
き
ち
ん
と
し
た
仕

組
み
が
ほ
し
い
、と
い
う
要
望
が
あ
り
ま
し
た
」

と
い
う
。

　
こ
う
し
て
16
年
か
ら
モ
デ
ル
地
区
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
回
収
が
始
ま
っ
た
。「
い
ち
ば
ん

心
が
け
た
の
は〝
わ
か
り
や
す
さ
〞で
す
。
ロ
ー

テ
ク
で
、
で
き
る
だ
け
低
コ
ス
ト
の
方
法
を
選

ぶ
こ
と
で
、
私
た
ち
の
支
援
が
終
わ
っ
た
後
も

ラ
オ
ス
の
人
た
ち
自
身
が
仕
組
み
を
続
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
」
と
田
中
さ
ん
。
そ
の
た
め
、

回
収
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
ア
ル
ミ
缶
の
2
種
類

か
ら
始
め
た
。
さ
ら
に
、
信
頼
で
き
る
回
収
業

文⃝久島玲子（編集部）
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え
る
こ
と
に
と
て
も
驚
い
て
い
ま
し
た
」。

　
1
万
3
0
0
0
も
の
島
々
か
ら
な
る
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
で
の
廃
棄
物
管
理
の
課
題
は
、
多
く
の

島
を
擁
す
る
沖
縄
県
と
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

経
済
成
長
と
と
も
に
都
市
部
を
中
心
に
ご
み
の

発
生
量
は
増
加
を
続
け
て
い
る
が
、
リ
サ
イ
ク

ル
や
焼
却
、
埋
め
立
て
の
処
理
が
適
切
に
行
わ

れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
島
嶼
部
で
は
海
を
越
え

て
最
終
処
分
場
ま
で
ご
み
を
運
ぶ
に
も
回
収
や

管
理
に
コ
ス
ト
と
人
手
が
か
か
り
、
不
法
投
棄

も
多
い
。
ご
み
は
分
別
さ
れ
ず
に
埋
め
立
て
ら

右：チリメーサー建屋の
前でワンガヤ総合病院
関係者らと記念撮影。
右から2人目が福富さ
ん。デンパサール日本
総領事（右から3人目）
も訪れた／左上：チリ
メーサーに医療廃棄物
を投入。あとはボタンを
押すだけの簡単操作な
ので使いやすい／左下：
チリメーサーの建屋

ワンガヤ総合病院に設置されたチリメーサー
をはさんで病院長（右）とトマス技術研究所
の福富さん

の
を
使
い
な
が
ら
、
一
つ
一
つ
課
題
を
ク
リ
ア

し
、
1
週
間
で
き
ち
ん
と
動
く
よ
う
に
し
た
。

「
日
本
や
先
進
国
で
使
え
る
技
術
を
そ
の
ま
ま

持
っ
て
き
て
も
だ
め
な
こ
と
が
多
い
。
現
地
で

カ
ス
タ
マ
イ
ズ
で
き
る
か
ど
う
か
が
重
要
に
な

り
ま
す
。
そ
れ
は
沖
縄
な
ど
の
島
嶼
部
と
同
じ
。

十
数
年
や
っ
て
き
た
経
験
が
生
き
ま
し
た
」
と

福
富
さ
ん
は
語
る
。

　
チ
リ
メ
ー
サ
ー
導
入
前
、
こ
の
病
院
で
は
1

日
1
0
0
キ
ロ
も
の
医
療
廃
棄
物
が
焼
却
処
分

さ
れ
て
い
た
が
、
焼
却
炉
か
ら
は
も
く
も
く
と

黒
煙
が
上
が
り
、
悪
臭
も
ひ
ど
か
っ
た
。
燃
焼

温
度
が
低
い
た
め
残ざ

ん

渣さ

に
は
雑
菌
が
残
り
、
輸

送
中
や
処
分
場
で
の
感
染
の
危
険
性
も
高
か
っ

た
。
し
か
し
、
チ
リ
メ
ー
サ
ー
の
導
入
で
状
況

は
一
変
し
た
。
1
日
に
焼
却
で
き
る
量
は
約

2
5
0
キ
ロ
に
増
え
、
煙
や
悪
臭
は
な
く
な
り
、

残
渣
の
滅
菌
も
十
分
な
も
の
に
な
っ
た
。
そ
の

結
果
は
現
地
で
高
く
評
価
さ
れ
、
バ
リ
島
の
ほ
か

の
国
公
立
病
院
へ
の
導
入
も
決
ま
っ
て
い
る
と
い
う
。

「
タ
ン
カ
ー
の
事
故
で
重
油
が
漂
着
し
て
い
る

奄
美
大
島
で
は
、
そ
の
重
油
を
チ
リ
メ
ー
サ
ー

で
焼
却
し
、
重
油
処
理
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

ベ
ト
ナ
ム
な
ど
で
も
チ
リ
メ
ー
サ
ー
の
導
入
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
が
困
っ
て
い
る
問
題

に
技
術
で
解
決
に
当
た
る
の
は
、
技
術
屋
に
し

か
で
き
な
い
こ
と
で
す
が
、
離
島
・
僻
地
出
身

の
私
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
が
あ
り
、
私
の
ア
イ

デ
ア
や
技
術
で
社
会
の
役
に
立
て
る

│
そ
れ

は
ま
さ
に
至
福
で
す
」
と
語
る
福
富
さ
ん
。
こ

れ
か
ら
も
技
術
を
磨
き
、
人
の
役
に
立
て
る
た

め
に
そ
れ
を
惜
し
み
な
く
使
っ
て
い
き
た
い
と

目
を
輝
か
せ
た
。

PLAYERS
国際協力の担い手たち

バリ島のごみ問題を、
高性能小型焼却炉で解決
トマス技術研究所2008年、沖縄県うるま市で設立。「技術を通し

た環境改善、社会貢献、新技術の研究開発」
を企業理念とし、無煙小型焼却炉・廃油化燃
料設備中型焼却炉、環境関連製品の研究・
開発・設計・販売などを主業務としている。ま
た、省エネルギー製品の研究・開発・設計・販
売にも取り組んでいる。

■ 沖縄県うるま市勝連南風原5192-42
■ TEL:098-989-5895
■ http://thomasgk.com

PLAYER’S PROFILE

都市部とはまったく環境が異なる島
とう

嶼
しょ

部や山間部などでの廃棄物管理に、
威力を発揮する高性能の小型焼却炉を開発している会社がある。
沖縄県に本社を構える「トマス技術研究所」だ。
自分自身も離島で育った社長の福富健

けん

仁
じ

さんが
開発した焼却炉が、海を渡り、インドネシア共和国のバリ島で
大いにその力を発揮している。

煙を出さない、ダイオキシンや有害物質などをほとんど出さない、100Vコンセ
ント・灯油・水道水があれば使用可能の小型焼却炉。燃焼プログラムはコ
ンピューターで自動制御、カスタマイズできるので、ごみを投入した後は、ボ
タンを押すだけで燃焼から消火までを行う。

チリメーサー

島
出
身
者
の

発
想
か
ら
生
ま
れ
た
焼
却
炉

「
ト
マ
ス
技
術
研
究
所
」
の
社
長
で
あ
り
技
術

者
で
も
あ
る
福
富
健
仁
さ
ん
が
開
発
し
た
「
チ

リ
メ
ー
サ
ー
」
は
、
ど
ん
な
ご
み
を
焼
却
し
て

も
「
煙
を
出
さ
な
い
」「
有
害
物
質
（
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
な
ど
）
の
排
出
を
抑
え
る
」「
完
全
自

動
運
転
」
と
い
う
、
誰
も
が
簡
単
に
安
全
に
、

そ
し
て
安
心
し
て
使
う
こ
と
の
で
き
る
小
型
焼

却
炉
だ
。

　
開
発
の
き
っ
か
け
は
2
0
0
0
年
に
施
行
さ

れ
た
「
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
特
別
措
置
法
」

だ
っ
た
と
、
福
富
さ
ん
は
語
る
。「
こ
の
法
律

で
野
焼
き
、
ド
ラ
ム
缶
な
ど
で
の
焼
却
が
禁
止

た
ち
に
と
っ
て
、
そ
れ
ま
で
焼
却
し
て
い
た
ご

み
を
産
業
廃
棄
物
と
し
て
指
定
の
場
所
ま
で
運

ぶ
の
は
コ
ス
ト
も
人
手
も
か
か
り
ま
す
。
そ
う

簡
単
に
で
き
る
こ
と
で
は
な
く
、
と
て
も
困
惑

し
て
い
ま
し
た
」。
そ
こ
で
技
術
者
と
し
て
福

富
さ
ん
が
思
い
つ
い
た
の
が
、
煙
も
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
も
出
さ
ず
に
、
タ
イ
ヤ
で
さ
え
も
安
全
に

燃
や
せ
る
焼
却
炉
の
ア
イ
デ
ア
だ
。

　
試
作
品
が
で
き
た
の
は
わ
ず
か
3
か
月
後
。

最
初
の
テ
ス
ト
運
転
で
は
、
タ
イ
ヤ
を
燃
や
し

た
と
た
ん
に
黒
煙
と
火
柱
が
上
が
り
、
あ
え
な

所
以
上
で
実
際
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

バ
リ
島
の

医
療
廃
棄
物
処
理
に
大
活
躍

　
そ
ん
な
チ
リ
メ
ー
サ
ー
が
、
16
年
に
海
を

渡
っ
た
。

　
き
っ
か
け
は
13
年
の
こ
と
。
沖
縄
県
を
訪
問

し
て
い
た
バ
リ
島
の
人
が
、
チ
リ
メ
ー
サ
ー
の

噂
を
聞
き
つ
け
て
、
見
せ
て
ほ
し
い
と
福
富
さ

ん
を
訪
ね
て
き
た
の
だ
。「
燃
焼
実
験
を
見
て

も
ら
っ
た
の
で
す
が
、
煙
も
出
ず
き
れ
い
に
燃

く
失
敗
し
た
が
、
翌
日
す
ぐ

に
解
決
策
を
思
い
つ
き
、
そ

の
場
で
改
良
。
紙
く
ず
、
繊

維
く
ず
、
木
く
ず
、
そ
し
て

タ
イ
ヤ
も
、
煙
も
出
ず
に

し
っ
か
り
と
焼
却
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
そ
の
環
境
性
能

が
評
価
さ
れ
、
06
年
に
環
境

省
の
地
球
温
暖
化
防
止
活
動

環
境
大
臣
表
彰
を
受
け
た
。

沖
縄
県
を
中
心
に
佐
賀
県
や

長
崎
県
の
離
島
部
、
山
間
部

な
ど
、
自
治
体
を
含
む
70
か

証
事
業
」で
、バ
リ
島
第
一
の
都
市
デ
ン
パ
サ
ー

ル
の
市
立
ワ
ン
ガ
ヤ
総
合
病
院
に
チ
リ
メ
ー

サ
ー
を
1
基
設
置
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

　
し
か
し
現
地
を
訪
れ
た
福
富
さ
ん
は
、
そ
の

ま
ま
で
は
簡
単
に
設
置
で
き
な
い
こ
と
を
痛
感

さ
せ
ら
れ
た
。
焼
却
炉
は
水
蒸
気
で
燃
焼
管
理

す
る
の
だ
が
、
現
地
の
水
の
硬
度
が
高
過
ぎ
て
、

水
蒸
気
を
つ
く
る
と
す
ぐ
に
カ
ル
シ
ウ
ム
が
結

晶
し
て
し
ま
う
こ
と
、
停
電
が
多
く
電
圧
が
安

定
し
な
い
こ
と
、
燃
料
の
質
が
悪
く
バ
ー
ナ
ー

が
な
か
な
か
点
火
し
な
い
こ
と
…
…
。
そ
う
し

れ
る
が
、
ご
み
に
よ
る
衛
生

面
・
環
境
面
で
の
問
題
が
深

刻
化
し
て
い
た
。
と
く
に
問

題
が
多
か
っ
た
の
が
、
注
射

針
な
ど
を
含
む
医
療
廃
棄
物

の
処
理
だ
っ
た
。

　
そ
こ
で
福
富
さ
ん
は

J
I
C
A
の
中
小
企
業
海
外

展
開
支
援
事
業
で
現
地
を
調

査
し
、
バ
リ
側
と
も
相
談
を

重
ね
た
。
そ
し
て
「
島
嶼
地

域
に
お
け
る
環
境
に
配
慮
し

た
小
型
焼
却
炉
の
普
及
・
実

さ
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
島
で
暮

ら
す
人

た
状
況
は
、
福
富
さ
ん
の
技
術
者
魂
に

火
を
つ
け
た
。
現
地
で
調
達
で
き
る
も

日本の技術を
現地でカスタマイズ
できるかどうかが重要

文⃝久島玲子（編集部）

バリ島

デンパサール

上：バリ島のごみ処分
場。日々、大量のごみが
廃棄される／下：病院か
ら出る医療廃棄物
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は
月
に
2
回
ほ
ど
。
農
村
部
で
は
ほ
ぼ
自
給
自

足
で
、
電
気
が
な
く
冷
蔵
庫
が
普
及
し
て
い
な

い
地
域
が
多
い
た
め
、
保
存
が
難
し
く
、
意
外

に
フ
ー
ド
ロ
ス
が
多
い
。
ザ
ン
ビ
ア
全
体
の
食

料
自
給
率
は
86
パ
ー
セ
ン
ト
と
高
い
が
、
ル
サ
カ

の
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
並
ぶ
多
種
多
様
な
食
品
の
ほ
と

ん
ど
が
南
ア
フ
リ
カ
産
。
ザ
ン
ビ
ア
で
の
農
業
や

食
品
加
工
産
業
が
未
成
熟
な
こ
と
が
わ
か
る
。

　
「
人
々
は
1
日
2
食
か
3
食
で
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

が
メ
イ
ン
。
ス
ラ
ム
の
子
ど
も
た
ち
は
1
日
1

食
し
か
食
べ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
食

料
の
自
給
率
は
日
本
よ
り
も
高
い
の
で
す
が
、

栄
養
が
足
り
ず
、
偏
り
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
し

た
ザ
ン
ビ
ア
の
食
の
現
状
を
伝
え
な
が
ら
、

フ
ー
ド
ロ
ス
や
食
の
平
等
な
ど
に
つ
い
て
、
子

ど
も
た
ち
と
考
え
た
い
と
思
い
ま
し
た
」

多
彩
な
授
業
で

国
際
理
解
を
深
め
る

　

帰
国
後
、
堀
江
さ
ん
は
ザ
ン
ビ
ア
で
の
研
修

の
成
果
を
ふ
ま
え
て
、
6
年
生
の
家
庭
科
の
単

元
「
共
に
生
き
る
」
の
11
時
限
分
の
授
業
を
組

み
立
て
た
。

　

前
半
は
、
ザ
ン
ビ
ア
か
ら
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
長
期

研
修
員
リ
ン
ダ
・
ム
ス
ス
さ
ん
を
迎
え
た
出
前

授
業
と
調
理
実
習
が
行
わ
れ
た
。「
ン
シ
マ
」

に
興
味
津
々
の
子
ど
も
た
ち
は
、
リ
ン
ダ
さ
ん

と
一
緒
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
粉
を
力
い
っ
ぱ
い

練
る
。「
子
ど
も
た
ち
に
は
慣
れ
な
い
味
で
し

た
が
、リ
ン
ダ
さ
ん
が
い
た
か
ら
か
『
ま
ず
い
』

と
言
う
子
は
い
な
く
て
、『
ち
ょ
っ
と
口
に
合

わ
な
い
』
と
い
う
表
現
を
し
て
い
ま
し
た
。
相

手
が
大
切
に
し
て
い
る
も
の
を
理
解
し
、
尊
重

す
る
気
持
ち
が
自
然
に
生
ま
れ
て
い
て
う
れ
し

で
、「
こ
れ
っ
て
、
現
実
の
世
界
な
ら
ど
う
な

る
？
」
と
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

ザ
ン
ビ
ア
の
食
文
化
の
学
習
か
ら
始
ま
っ
た

授
業
の
後
、
子
ど
も
た
ち
は
フ
ー
ド
ロ
ス
や
食

料
問
題
だ
け
で
な
く
、
よ
り
広
く
世
界
を
捉
え

る
視
点
を
得
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
「
フ
ー
ド
ロ
ス
や
食
料
の
偏
在
は
難
し
い
テ
ー

マ
な
の
で
、
調
理
実
習
や
体
を
動
か
す
ゲ
ー
ム

な
ど
を
取
り
入
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
飽
き
な
い

よ
う
に
し
ま
し
た
。
貿
易
ゲ
ー
ム
は
直
接
フ
ー

ド
ロ
ス
に
は
関
係
な
い
の
で
す
が
、
こ
れ
を
取

り
入
れ
た
こ
と
で
、
資
源
や
技
術
が
な
い
こ
と

が
不
平
等
を
生
む
と
い
う
こ
と
に
子
ど
も
た
ち

は
気
づ
い
て
く
れ
、
世
界
の
課
題
に
対
す
る
理

解
が
よ
り
深
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と
、
堀
江

さ
ん
は
授
業
の
成
果
を
実
感
し
て
い
る
。
実
際
、

授
業
の
前
は
外
国
へ
の
興
味
が
「
あ
る
」「
少

し
あ
る
」
と
答
え
た
児
童
は
19
パ
ー
セ
ン
ト

だ
っ
た
の
が
、
授
業
の
後
に
は
65
パ
ー
セ
ン
ト

に
増
え
、
自
分
の
生
活
と
世
界
の
課
題
が
つ
な

が
っ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
児
童
も
29
パ
ー
セ

ト
か
ら
87
パ
ー
セ
ン
ト
に
増
え
て
い
る
。

　
「
フ
ー
ド
ロ
ス
を
知
ら
な
い
人
に
教
え
た
い
、

食
の
こ
と
を
大
切
に
し
た
い
、
国
際
協
力
が
し

た
い
、
ほ
か
の
国
と
仲
良
く
し
た
い
な
ど
の
感

想
が
あ
り
、
よ
く
理
解
し
て
く
れ
た
な
と
思
い

ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、『
こ
れ
っ
て
平
和
が
大

切
と
い
う
勉
強
だ
ね
』
と
感
じ
た
子
ど
も
も
い

て
、
食
の
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
他
国
を
尊
重

し
、
相
手
を
思
い
や
り
、
紛
争
で
は
な
く
話
し

合
い
が
大
切
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
た
よ
う
で

す
」。
子
ど
も
た
ち
は
、
ザ
ン
ビ
ア
と
い
う
国

と
食
文
化
を
通
し
て
、
日
本
と
世
界
の
つ
な
が

り
を
し
っ
か
り
と
感
じ
て
い
た
。

か
っ
た
」
と
堀
江
さ
ん
。

　

後
半
は
、
よ
り
広
い
視
点
で
日
本
と
世
界
の

関
係
を
食
か
ら
学
ん
だ
。
両
国
の
食
料
自
給
率

や
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
比
べ
、
日
本
で
食
料
輸
入

が
止
ま
っ
た
ら
ど
う
な
る
の
か
、
世
界
全
体
で

は
食
料
は
足
り
て
い
る
の
に
、
食
べ
ら
れ
な
い

人
が
い
る
の
は
な
ぜ
な
の
か
を
ザ
ン
ビ
ア
で
の

写
真
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
、
み
ん
な
で
考
え
た
。

　

さ
ら
に
、
学
ん
だ
こ
と
を
「
も
っ
た
い
な
い

鬼
ご
っ
こ
」
と
「
貿
易
ゲ
ー
ム
」
で
体
感
し
た
。

Ｎ
Ｇ
Ｏ
ハ
ン
ガ
ー
・
フ
リ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
と
ハ

ウ
ス
食
品
グ
ル
ー
プ
が
共
同
で
開
発
し
た「
も
っ

た
い
な
い
鬼
ご
っ
こ
」
は
、
生
産
さ
れ
る
食
料

の
３
分
の
１
が
フ
ー
ド
ロ
ス
に
な
る
こ
と
を
自

然
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
先
進
国
と
途
上
国

に
分
か
れ
て
行
う
「
貿
易
ゲ
ー
ム
」
で
は
、持
っ

て
い
る
国
と
持
た
ざ
る
国
の
格
差
が
な
か
な
か

縮
ま
ら
ず
け
ん
か
に
な
る
場
面
も
あ
っ
た
そ
う

I
C
A
教
師
海
外
研
修
」
で
ザ
ン
ビ

ア
を
訪
れ
た
堀
江
理
砂
さ
ん
が
、
現

地
で
の
研
修
の
メ
イ
ン
に
据
え
た
の
は
「
食
」

だ
っ
た
。「
家
庭
科
で
国
際
理
解
を
教
え
る
に

は
、
子
ど
も
た
ち
に
身
近
な
〝
食
〞
を
テ
ー
マ

に
す
る
こ
と
が
い
い
と
思
い
ま
し
た
」。
し
か

し
、
事
前
に
日
本
で
調
べ
て
も
な
か
な
か
情
報

が
な
い
。「
も
う
現
地
で
調
べ
る
し
か
な
い
、

と
腹
を
く
く
り
ま
し
た
」。
ザ
ン
ビ
ア
に
行
っ

て
、
現
地
の
人
た
ち
の
食
べ
物
の
レ
シ
ピ
を
も

ら
い
、
作
り
方
を
学
び
、
日
本
で
も
作
れ
る
よ

う
に
す
る
こ
と
と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
掲
げ
、

堀
江
さ
ん
は
2
0
1
7
年
8
月
6
日
、
ザ
ン
ビ

ア
に
旅
立
っ
た
。

ザ
ン
ビ
ア
の
食
文
化
と

食
の
現
状
を
現
地
で
学
ぶ

　

初
め
て
訪
れ
た
ザ
ン
ビ
ア
。
首
都
ル
サ
カ
は

思
っ
た
以
上
に
大
き
な
都
市
だ
っ
た
が
、
市
街

地
を
抜
け
た
と
た
ん
に
景
色
は
の
ど
か
に
な
り
、

電
気
・
ガ
ス
・
水
道
の
な
い
村
々
が
現
れ
る
。

そ
ん
な
村
で
学
ん
だ
の
が
ザ
ン
ビ
ア
の
主
食

「
ン
シ
マ
」
だ
。
こ
れ
は
乾
燥
さ
せ
た
白
い
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
を
粉
に
し
、
水
を
加
え
て
ひ
た
す

ら
練
り
、
最
後
に
蒸
す
も
の
で
、
も
ち
も
ち
し

た
蒸
し
パ
ン
の
よ
う
な
も
の
。
ザ
ン
ビ
ア
で
は
、

各
家
庭
で
毎
食
手
作
り
し
て
い
る
。「
ン
シ
マ

棒
と
い
う
練
る
道
具
が
あ
っ
て
、
か
な
り
力
が

い
り
ま
す
。
日
本
の
お
餅
つ
き
を
イ
メ
ー
ジ
す

る
と
近
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
女
性
は
、
こ
れ

が
作
れ
な
い
と
お
嫁
に
い
け
な
い
、
そ
う
い
う

食
べ
物
で
す
」。

　

お
か
ず
は
野
菜
や
川
魚
、
イ
モ
ム
シ
（
貴
重

な
タ
ン
パ
ク
源
）
な
ど
で
、
鶏
肉
を
食
べ
る
の

ザンビアの
食から世界に
視野を広げる
東京都大田区立馬込第三小学校教諭の堀江理砂さんは、
2017年の夏休み、「JICA教師海外研修」でアフリカ南部のザンビア共和国を訪れた。
現地で学んできたのはザンビアの食文化とフードロスについて。
帰国後は、ザンビアでの経験や知識をもとに授業を組み立て、
子どもたちは食を通して国際理解を深めている。

ゲームでフード
ロスを体感！ ザンビアで

「ンシマ」作り！

実際に授業で
作ってみました！

自撮り棒で写真を撮るザンビアでの堀江さん。子どもたちが
周りに集まってきた

世界とつながる
教室

上：リンダさんとンシマを作る日本の子どもたち／下：給
食も一緒に食べた

村人たちと一緒にンシマを作る堀江さん
（右）。長時間練らなければならないの
で、かなり力がいる

食料とそれを廃棄するもったいない鬼に分かれ、生産から消費までの過
程を追う「もったいない鬼ごっこ」。遊びながら食料廃棄を学ぶ ともにザンビアで研修した仲間たちと。11日間の研修で、都市部、スラム、村

など4か所の小学校、病院や給水所、銅の採鉱場なども見学した

ザン
ビア大田区立馬込第三小学校（東京都）

J

文⃝久島玲子（編集部）

ザンビア

ルサカ

上：「貿易ゲーム」では、不平等な条件で貿易格差が広が
る仕組みを体験／下：パワーポイントに画像や動画を入
れ、子どもたちの興味を喚起する授業

23 May 2018

　                   

22May 2018

　                   



を
支
え
て
い
る
現
場
も
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
旅
の
経
験
に
よ

り
「
途
上
国
の
イ
ン
フ
ラ
改
善
に
貢

献
し
た
い
」
と
い
う
思
い
を
強
く
持

つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

2
0
1
4
年
に
J
I
C
A
に
入
構

し
た
後
は
、
1
年
目
か
ら
ミ
ャ
ン

マ
ー
の
イ
ン
フ
ラ
案
件
を
担
当
す
る

幸
運
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
総
電
力
量

の
約
6
割
を
北
部
に
あ
る
水
力
発
電

所
が
供
給
し
て
い
る
同
国
で
は
、
電

力
需
要
の
高
ま
り
や
設
備
の
老
朽
化

と
い
う
問
題
が
あ
る
中
で
、
ヤ
ン
ゴ

ン
な
ど
の
南
部
の
主
要
な
需
要
地
に

い
か
に
電
気
を
安
定
的
に
送
る
か
が

長
年
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
私

は
電
力
を
北
部
か
ら
南
部
に
つ
な
ぐ

送
電
線
の
円
借
款
事
業
を
担
当
し
て

い
た
の
で
す
が
、
行
政
慣
習
や
課
題

に
対
す
る
関
心
の
ズ
レ
に
戸
惑
う
こ

と
も
あ
り
、
開
発
援
助
の
難
し
さ
を

感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
自
分
に

と
っ
て
の
国
際
協
力
の
原
点
で
あ
る

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
案
件
に
携
わ
れ
た
こ

と
は
ひ
じ
ょ
う
に
幸
せ
で
し
た
。

ご
み
の
現
場
が
く
れ
た
気
づ
き

　

入
構
3
年
目
に
、
地
球
環
境
部
に

異
動
し
ま
し
た
。
特
に
印
象
に
残
っ

て
い
る
担
当
案
件
は
、
ア
ル
バ
ニ
ア

の
「
廃
棄
物
量
削
減
・
3
R
促
進
支

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
す
。
1
9
9
0

年
代
前
半
に
共
和
制
に
移
行
し
た
ア

ル
バ
ニ
ア
は
、
開
放
路
線
を
進
め
て

か
ら
都
市
部
へ
の
人
口
流
入
や
消
費

の
拡
大
が
加
速
し
、
ご
み
の
量
が
増

え
続
け
て
い
ま
す
。
J
I
C
A
は
同

国
で
3
R
を
導
入
し
た
持
続
可
能
な

廃
棄
物
管
理
の
枠
組
み
を
確
立
し
、

ご
み
減
量
の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
る

よ
う
活
動
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

同
国
の
あ
る
自
治
体
で
行
っ
た
試

験
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
評
価
調
査

を
し
て
い
た
と
き
、
ご
み
を
あ
さ
り
、

一
つ
一
つ
分
別
し
て
重
さ
を
量
る
地

道
な
作
業
を
見
た
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー

ト
は
「
J
I
C
A
は
そ
こ
ま
で
す
る

の
か
」
と
ひ
ど
く
驚
か
れ
ま
し
た
。

し
っ
か
り
し
た
デ
ー
タ
を
着
実
に
集

め
る
こ
と
が
当
然
の
こ
と
と
思
っ
て

い
た
私
は
、
相
手
方
の
驚
き
に
日
本

の
支
援
が
国
際
社
会
で
評
価
さ
れ
て

い
る
理
由
を
見
た
気
が
し
ま
し
た
。

相
手
国
に
寄
り
添
い
、
課
題
に
真
摯

に
向
き
合
う
J
I
C
A
だ
か
ら
こ
そ
、

実
際
に
家
庭
か
ら
出
た
ご
み
の
量
や

組
成
を
確
か
め
る
デ
ー
タ
収
集
を
行

い
、
よ
り
正
確
な
情
報
に
基
づ
い
た

適
切
な
廃
棄
物
管
理
計
画
を
立
て
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
ま
さ

に
日
本
の
協
力
が
信
頼
を
得
て
い
た

現
場
で
し
た
。

　

こ
の
2
月
に
は
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の

最
終
処
分
場
に
お
け
る
ご
み
山
崩
落

事
故
の
現
場
に
行
き
、
同
国
に
よ
る

緊
急
対
応
措
置
の
状
況
を
調
査
し
て

き
ま
し
た
（
下
写
真
）。
ご
み
山
か

ら
有
価
物
を
拾
っ
て
生
計
を
立
て
る

人
た
ち
や
、
崩
落
の
危
険
を
知
り
な

が
ら
も
周
辺
で
暮
ら
し
続
け
る
人
が

い
る
そ
の
現
場
は
、
厳
し
い
環
境
で

の
人
の
生
き
ざ
ま
を
見
た
気
が
す
る

ほ
ど
鮮
烈
な
印
象
で
し
た
。
経
済
成

長
に
伴
う
都
市
部
へ
の
急
速
な
人
口

流
入
や
ご
み
の
不
適
切
な
処
分
、
新

規
処
分
場
の
用
地
確
保
の
難
し
さ
な

ど
に
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
処
分
場
の

ご
み
山
崩
落
事
故
は
他
の
国
で
も
発

生
し
て
い
ま
す
。
経
済
成
長
を
優
先

さ
せ
、
廃
棄
物
管
理
は
ど
う
し
て
も

後
回
し
に
な
り
が
ち
で
す
が
、
都
市

の
成
長
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い

事
故
や
環
境
汚
染
に
つ
な
が
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
で
の
事

例
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
被
害
対

応
に
は
膨
大
な
コ
ス
ト
が
か
か
る
た

め
、
早
め
の
予
防
的
対
策
が
必
要
で

す
。
経
済
成
長
と
環
境
保
全
の
両
立

を
図
る
と
い
う
廃
棄
物
管
理
の
大
き

な
課
題
に
、
今
後
も
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ラ
の
重
要
性
を〝
痛
感
〟

　

国
際
協
力
の
分
野
で
働
く
き
っ
か

け
と
な
っ
た
の
は
、
卒
業
論
文
執
筆

の
た
め
に
訪
れ
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
の

体
験
で
す
。
当
時
「
民
主
化
と
経
済

成
長
の
関
係
」
を
研
究
し
て
い
た
私

は
、
民
政
移
管
さ
れ
て
間
も
な
い
国

の
〝
ホ
ッ
ト
〞
な
変
化
を
見
に
行
く

つ
も
り
で
し
た
。
現
地
で
は
資
本
流

入
に
よ
る
経
済
の
発
展
を
肌
で
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
身
を

持
っ
て
〝
痛
感
〞
し
た
の
は
、
な
に

よ
り
も
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
重
要
性
で

し
た
。
訪
れ
た
先
は
で
こ
ぼ
こ
で
未

舗
装
な
道
路
が
多
く
、
実
は
滞
在
中
、

道
に
空
い
た
穴
に
転
落
し
て
足
の
骨

を
折
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
一
方
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
O
D
A
で
建
設
さ

れ
た
発
電
所
が
長
年
に
わ
た
っ
て
保

守
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
た
話
を
聞
き
、

日
本
の
援
助
が
現
地
の
人
々
の
生
活

2018年2月19日、モザンビー
クの首都マプト市のごみ山
（高さ約30m）が降雨の影
響で崩落して16名の方が亡
くなった。江口さんはマプト
市の支援要請によって派遣
された緊急の調査団に参
加。専門家とともに対応措
置の実施状況の確認や二
次災害防止の提言などを
行った

３Ｒ導入のプロジェクトに参加したアルバニアの現地職員は「毎日
が学びの連続だった」と語り、ごみ減量へのモチベーション向上
が見られた

江口 雄磨

─信頼で世界をつなぐ─
スタッフ インタビュー

JICA STAFF
From Headquarters

EGUCHI Yuma
地球環境部 環境管理グループ
環境管理第二チーム（取材当時）
1991年、埼玉県生まれ。ドイツ語での合気道の指
導や、ドイツの新聞社への東日本大震災に関す
る記事の寄稿など、大学在学中はドイツ語の習得
に没頭する。2014年、JICAに入構。東南アジア・
大洋州部を経て、16年5月より地球環境部へ。

経済発展と環境保全
両立の道を探りたい
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中
米
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
で

新
学
期
が
始
ま
っ
た
2

月
、
J
I
C
A
が
開
発
を
支
援
し

て
い
る
数
学
の
教
科
書
が
同
国
の

28
万
人
の
中
学
生
に
配
布
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
エ
ル
サ
ル
バ
ド

ル
の
中
学
校
で
は
教
科
書
が
配
布

さ
れ
て
お
ら
ず
、
教
師
が
黒
板
に

問
題
や
答
え
を
書
き
、
生
徒
が
そ

れ
を
覚
え
る
と
い
う
形
で
授
業
が

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
回
の
教

科
書
の
配
布
に
よ
り
、
生
徒
が
自

主
的
に
学
び
、
教
師
が
学
習
支
援

者
と
し
て
適
切
に
サ
ポ
ー
ト
で
き

る
環
境
が
整
い
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
「
自
分
の
教
科
書

で
問
題
を
解
い
た
り
、
宿
題
を
し

た
り
で
き
て
う
れ
し
い
」
と
喜
び

を
見
せ
、
教
師
た
ち
か
ら
は
「
教

科
書
が
手
元
に
あ
る
こ
と
に
よ
っ

て
学
習
課
題
が
明
確
に
な
り
、
生

徒
が
集
中
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
」
と
の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

開
発
し
た
教
科
書
を
生
か
し
た
授

業
が
で
き
る
よ
う
、
J
I
C
A
は

教
師
の
研
修
も
支
援
し
て
お
り
、

生
徒
・
教
師
双
方
の
サ
ポ
ー
ト
は

こ
れ
か
ら
も
続
き
ま
す
。

　

ま
た
J
I
C
A
は
、
近
隣
の
グ

ア
テ
マ
ラ
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
、
ホ
ン

ジ
ュ
ラ
ス
で
も「
自
分
で
考
え
る
」

教
科
書
作
り
の
支
援
を
進
め
て
い

ま
す
。
2
0
1
9
年
に
か
け
て
、

各
国
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
沿
っ
た

3
月
28
日
、
J
I
C
A
は
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
農
産

物
事
業
会
社
「Olam

 International 

Lim
ited

」（
オ
ラ
ム
）
の
子
会
社

で
ベ
ト
ナ
ム
の
コ
ー
ヒ
ー
加
工
会

社「Café Outspan Vietnam

 Lim
ited

」

（
カ
フ
ェ
ア
ウ
ト
ス
パ
ン
）
と
の

間
で
7
5
0
0
万
ド
ル
の
融
資
契

約
を
調
印
し
ま
し
た
。
本
件
は
、

ア
ジ
ア
開
発
銀
行
（
A
D
B
）
と

の
協
調
融
資
で
す
。

　

オ
ラ
ム
は
持
続
可
能
な
農
業
の

推
進
を
基
本
戦
略
に
掲
げ
、
世
界

70
か
国
で
事
業
を
展
開
し
、
約

4
3
0
万
の
小
規
模
農
家
を
取
引

先
に
持
ち
、
30
万
人
以
上
の
小
規

模
農
家
に
対
し
て
営
農
指
導
や
認

証
取
得
等
の
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
J
I
C
A
の

融
資
は
コ
ー
ヒ
ー
加
工
工
場
の
拡
張

等
に
使
用
さ
れ
、
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー

ン
の
強
化
を
通
じ
て
S
D
G
ｓ
の

「
持
続
可
能
な
農
業
」
お
よ
び
「
持

続
可
能
な
産
業
」
に
貢
献
す
る
と

と
も
に
、
同
国
の
農
産
業
の
持
続

的
な
発
展
に
寄
与
し
ま
す
。

　

J
I
C
A
と
A
D
B
に
よ
る

民
間
企
業
向
け
協
調
融
資
は
初
め

て
で
、
ま
た
、
海
外
投
融
資
再
開

後
の
初
め
て
の
農
業
関
連
企
業
に

対
す
る
融
資
と
な
り
ま
す
。

J
I
C
A
は
今
後
も
民
間
セ
ク

タ
ー
支
援
に
よ
る
途
上
国
の
経
済

社
会
開
発
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

ベトナムのコーヒー生産量はブラ
ジルに次ぐ世界第2位でシェアは
約17％。生産者の約7割が小規
模農家（写真提供：オラム）

自分用の数学の教科書を初めて手にする
エルサルバドルの中学校の生徒たち

上：日本企業の説明を真剣な様子で聞く
ABEイニシアティブ第4期生／下：第1期生
が創業した企業が関わる電力事業の現
場。インターン先と連携し、母国でビジネスを
拡大させている

JICAの最新ニューストピック

アフリカの次世代を担う若者と
日本企業が直接交流

エルサルバドルで初となる
数学教科書を配布

コーヒーのバリューチェーンを強化。
海外投融資による支援

01

0203
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3
月
15
日
、
J
I
C
A
は

「
ア
フ
リ
カ
ビ
ジ
ネ
ス

ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
フ
ェ
ア

2
0
1
8
」
を
東
京
の
大
田
区
産

業
プ
ラ
ザ
P
i
O
で
開
催
し
、
ア

フ
リ
カ
か
ら
の
留
学
生
約
2
5
0

人
と
、
日
本
企
業
約
1
3
0
社
の

関
係
者
ら
が
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

留
学
生
ら
は
、
ア
フ
リ
カ
諸
国

の
優
秀
な
若
者
に
修
士
課
程
教
育

と
日
本
企
業
で
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
の
機
会
を
提
供
す
る
、「
ア

フ
リ
カ
の
若
者
の
た
め
の
産
業
人

材
育
成
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」

（
A
B
E
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
）
の

学
生
た
ち
で
す
。
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア

出
身
の
ビ
ク
タ
ー
・
オ
リ
セ
メ

ド
ゥ
ア
・
イ
フ
ェ
ア
ジ
カ
さ
ん
は

こ
の
日
、
食
品
加
工
会
社
や
商
社

な
ど
約
10
社
の
ブ
ー
ス
を
訪
問
し

「
日
本
の
技
術
は
世
界
一
。
品
質

管
理
な
ど
に
つ
い
て
学
び
、
自
国

で
食
品
の
製
造
や
加
工
の
仕
事
に

役
立
て
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語

り
ま
し
た
。
一
方
、
愛
知
県
の
食

品
加
工
会
社
「
お
と
う
ふ
工
房
い

し
か
わ
」
の
専
務
取
締
役
・
北
瀬

尚
之
さ
ん
は
「
ア
フ
リ
カ
は
豆
腐

の
原
料
の
大
豆
が
豊
富
に
穫
れ
る

の
に
加
工
技
術
は
未
熟
。
私
た
ち

が
培
っ
て
き
た
技
術
を
生
か
す

チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ン

生
を
受
け
入
れ
て
、
ア
フ
リ
カ
進

出
を
実
現
さ
せ
た
い
」
と
語
り
、

今
後
の
連
携
に
双
方
の
期
待
が
高

ま
り
ま
し
た
。

　

A
B
E
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
は
開

始
か
ら
3
年
半
が
経
過
し
て
、
昨

年
は
第
4
期
生
約
2
8
0
人
が
来

日
し
、
受
け
入
れ
人
数
は
こ
れ
ま

で
に
1
千
人
を
超
え
ま
し
た
。

2
0
1
4
年
9
月
に
来
日
し
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
修
了
し
た
第
1
期
生

は
1
3
9
人
（
2
0
1
7
年
8
月

末
時
点
）。
全
体
の
約
2
割
が
自

動
車
メ
ー
カ
ー
や
建
設
会
社
を
は

じ
め
と
す
る
日
本
の
企
業
な
ど
に

就
職
し
（
ア
フ
リ
カ
現
地
法
人
を

含
む
）、
6
割
あ
ま
り
が
母
国
で

復
職
し
て
い
ま
す
。
日
本
で
働
く

修
了
生
だ
け
で
な
く
、
母
国
に
復

職
・
就
職
し
た
修
了
生
に
も
、
日

本
と
ア
フ
リ
カ
の
橋
渡
し
の
役
割

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

教
科
書
の
配
布
が
実
現
す
る
予
定

で
す
。
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伝
わ
る
ま
で
、

伝
え
た
い

ア
ル
ピ
ニ
ス
ト

野
口
健

Voice

PROFILE
のぐちけん
アルピニスト。ＮＰＯ法人「ピーク・エイド」
代表理事。１９７３年、アメリカ・ボストン生ま
れ。亜細亜大学国際関係学部卒業。冒険
家・植村直己の著書『青春を山に賭けて』
に感銘を受けて登山を始め、25歳のときに
７大陸最高峰世界最年少登頂記録を樹
立。その後、エベレスト清掃登山、富士山
清掃活動を実施する

か
ら
処
分
場
が
必
要
だ
と
丁
寧
に
伝
え
る

活
動
が
実
を
結
び
、
つ
い
に
地
域
住
民
か

ら
処
分
場
建
設
の
理
解
が
得
ら
れ
た
の
だ
。

そ
の
お
か
げ
で
、
エ
ベ
レ
ス
ト
の
ご
み
も

ネ
パ
ー
ル
国
内
で
処
分
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　
2
0
1
0
年
に
は
ケ
ニ
ア
の
首
都
ナ
イ

ロ
ビ
の
処
分
場
も
視
察
し
た
。
き
ち
ん
と

し
た
処
分
場
で
は
な
く
、
住
民
が
勝
手
に

捨
て
て
い
る
た
だ
の
ご
み
捨
て
場
だ
。

J
I
C
A
は
、
ご
み
捨
て
場
の
横
か
ら
ナ

イ
ロ
ビ
市
内
に
流
れ
込
む
川
に
廃
液
が
混

入
し
、
健
康
被
害
を
招
く
お
そ
れ
が
あ
る

と
呼
ば
れ
る
準
好
気
性
埋
め
立
て
方
式
を

取
り
入
れ
た
最
終
処
分
場
が
J
I
C
A
の

協
力
の
も
と
で
設
け
ら
れ
た
。
た
だ
、
設

置
は
簡
単
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

J
I
C
A
が
取
り
組
む
以
前
、
1
9
8
0

年
代
に
ド
イ
ツ
が
コ
ン
ポ
ス
ト
を
利
用
し

た
処
分
場
を
つ
く
ろ
う
と
し
た
が
、
臭
い

の
問
題
な
ど
で
地
域
住
民
に
反
対
さ
れ
、

頓
挫
し
た
経
緯
が
あ
っ
た
の
だ
。
そ
の
轍て

つ

は
踏
ま
な
い
よ
う
に
と
、
J
I
C
A
は
ま

ず
カ
ト
マ
ン
ズ
の
地
域
住
民
や
子
ど
も
た

ち
に
環
境
教
育
を
行
っ
た
。
廃
棄
物
を
放

置
す
る
と
土
壌
汚
染
や
健
康
被
害
を
招
く

山
家
の
気
持
ち
は
、
酸
素
ボ
ン
ベ
を
置
き

捨
て
た
こ
と
が
あ
る
私
に
も
理
解
で
き
た
。

　
そ
の
罪
滅
ぼ
し
も
兼
ね
て
回
収
し
た
ご

み
は
、
ネ
パ
ー
ル
の
首
都
カ
ト
マ
ン
ズ
に

運
ん
だ
が
、
街
に
は
ご
み
の
最
終
処
分
場

が
な
か
っ
た
。
日
本
に
持
ち
帰
ろ
う
に
も

ご
み
の
輸
出
入
は
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。
苦

肉
の
策
と
し
て
私
は
、
ご
み
を
„
展
示
物
“

と
し
て
日
本
に
持
ち
込
む
こ
と
に
し
た
。

そ
れ
な
ら
許
さ
れ
た
か
ら
だ
。
実
際
に
私

は
都
庁
や
銀
座
ソ
ニ
ー
ビ
ル
で
エ
ベ
レ
ス

ト
の
ご
み
の
展
示
会
を
開
催
し
た
。

　
そ
の
後
カ
ト
マ
ン
ズ
に
は
、
福
岡
方
式

　
2
0
0
0
年
か
ら
4
年
間
、
私
は
エ
ベ

レ
ス
ト
の
清
掃
登
山
を
実
施
し
た
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
登
山
隊
か
ら
「
日
本
は
経
済
は

一
流
だ
が
、
マ
ナ
ー
は
三
流
だ
」
と
、
日

本
隊
の
捨
て
た
ご
み
が
散
乱
し
て
い
る
こ

と
を
指
摘
さ
れ
た
か
ら
だ
。
ベ
ー
ス
キ
ャ

ン
プ
付
近
に
は
、
生
ご
み
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
、
缶
な
ど
が
目
に
つ
き
、
標
高
が
高
く

な
る
に
つ
れ
、
テ
ン
ト
、
ロ
ー
プ
、
酸
素

ボ
ン
ベ
と
い
っ
た
登
山
道
具
の
ご
み
が
増

え
る
。
命
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
山
頂
付

近
で
は
、
少
し
で
も
負
担
を
軽
く
し
た
い

が
た
め
に
荷
物
を
置
い
て
き
て
し
ま
う
登

か
ら
正
式
な
最
終
処
分
場
を
設
け
る
よ
う

提
案
し
て
い
た
が
、
市
は
ご
み
の
処
分
場

よ
り
も
病
院
や
空
港
と
い
っ
た
„
派
手
な

施
設
“
を
望
ん
だ
。
そ
ん
な
や
り
取
り
を

聞
き
、
外
交
官
と
し
て
O
D
A
の
仕
事
に

従
事
し
て
い
た
父
の
言
葉
を
思
い
出
し
た

│
「
相
手
国
が
望
む
も
の
を
提
供
す
る

だ
。
タ
ン
ザ
ニ
ア
で
40
年
以
上
も
米
栽
培

の
技
術
普
及
を
続
け
、
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ

農
業
開
発
セ
ン
タ
ー
も
建
設
し
た
の
に
、

地
元
の
人
に
十
分
認
知
さ
れ
て
お
ら
ず
、

私
は
煮
え
切
ら
な
い
思
い
を
し
た
。
国
際

協
力
は
外
交
カ
ー
ド
に
も
な
る
。
日
本
の

協
力
を
「
伝
え
る
」
こ
と
も
J
I
C
A
の

大
切
な
役
割
だ
ろ
う
。

　
エ
ベ
レ
ス
ト
清
掃
登
山
の
後
、
私
は
富

士
山
清
掃
活
動
も
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
今

で
こ
そ
認
知
さ
れ
、
多
い
年
で
7
0
0
0

人
近
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
が
、
当
初
は
ご
み
が
捨
て

ら
れ
て
い
る
四
つ
の
自
治
体
か
ら
理
解
を

得
ら
れ
ず
、
集
め
た
ご
み
の
処
分
を
断
ら

れ
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
そ
こ

で
私
は
、
少
々
乱
暴
な
方
法
で
自
治
体
を

富
士
山
清
掃
に
巻
き
込
む
こ
と
に
し
た
。

活
動
拠
点
と
し
て
い
た
山
梨
県
の
「
も
り

の
学
校
」
に
4
市
町
村
の
首
長
を
招
い
て

記
者
会
見
を
開
い
た
の
だ
が
、
各
首
長
に

は
事
前
に
詳
し
い
内
容
は
伝
え
な
か
っ
た
。

メ
デ
ィ
ア
も
集
ま
っ
た
会
見
の
開
始
10
分

前
に
よ
う
や
く
、「
市
町
村
に
ま
た
が
っ

た
青
木
ヶ
原
樹
海
に
大
量
の
ご
み
が
あ
る
。

回
収
し
た
ご
み
の
処
分
も
含
め
、
市
町
村

と
富
士
山
清
掃
を
行
う
N
P
O
『
富
士
山

ク
ラ
ブ
』
が
連
携
す
る
た
め
の
記
者
会
見

で
す
」
と
各
首
長
に
伝
え
た
の
だ
。
控
え

室
で
「
聞
い
て
な
い
!
」
と
怒
り
出
す

首
長
も
い
た
が
、
も
う
遅
い
。
怒
っ
て
い

た
首
長
も
会
見
が
始
ま
る
と
観
念
し
た
の

か
、「
こ
れ
か
ら
は
一
丸
と
な
っ
て
」
と

述
べ
て
く
だ
さ
り
、
会
見
は
無
事
終
了
し

た
。
そ
の
後
、
環
境
省
や
山
梨
県
の
ほ
か
、

富
士
急
行
な
ど
の
企
業
や
メ
デ
ィ
ア
も
巻

き
込
ん
だ
こ
と
で
富
士
山
清
掃
の
意
義
は

多
く
の
人
に
伝
わ
り
、
ス
タ
ー
ト
し
て
18

年
を
経
た
今
、
山
梨
県
側
の
大
型
ご
み
は

ま
も
な
く
「
ゼ
ロ
宣
言
」
が
出
せ
る
ほ
ど

ま
で
に
回
収
で
き
た
。

「
伝
え
る
」
と
「
伝
わ
る
」
は
違
う
。
1

度
や
2
度
呼
び
か
け
た
だ
け
で
伝
え
た
い

こ
と
は
伝
わ
ら
な
い
。
協
力
活
動
の
意
義

も
、
伝
え
て
、
伝
え
て
、
何
度
も
伝
え
て
、

よ
う
や
く
相
手
に
伝
わ
る
も
の
。
富
士
山

清
掃
と
途
上
国
で
の
ご
み
最
終
処
分
場
の

建
設
、
そ
の
大
切
さ
を
伝
え
る
と
き
の
苦

労
と
伝
わ
っ
た
と
き
の
喜
び
は
似
て
い
る

は
ず
だ
。
伝
わ
る
ま
で
、
伝
え
た
い
。

野口さんからエベレスト清掃登山を引き
継いだシェルパ（右）。カースト制度が残
るネパールでは、ごみ拾いはローカースト
（最下層）の仕事と見なされるが、そのよ
うななかで清掃活動の意義を伝える

清掃登山は標高6,000m以
上の高地で行われる

※「Voice」の内容は、筆者の個人的見解に基づいています ＊福岡大学と福岡市が共同開発。埋め立て地の底部に集排水管を設け、浸出水を滞水させず、かつ外気を取り込む工夫がなされた埋め立て技術

＊

富士山の青木ヶ原樹海で行われている清掃活動。ここでは約1,800
本のタイヤが掘り出された。ほかにも、注射器や点滴などの医療廃
棄物や家電、バイクなどが不法投棄されている

だ
け
が
協
力
で
は
な
い
」
と
。

日
本
の
協
力
の
意
味
は
派
手

な
施
設
を
ド
ン
と
つ
く
る
こ

と
で
は
な
く
、
教
育
や
農
業

や
環
境
保
全
、
廃
棄
物
処
理

な
ど
、
時
間
は
か
か
る
が

後
々
必
ず
役
に
立
つ
も
の
を

提
供
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

　
た
だ
、
日
本
人
は
そ
う
し

た
取
り
組
み
の
ア
ピ
ー
ル
が

苦
手
だ
。
J
I
C
A
も
そ
う

ケニアのナイロビにある広大なゴミ捨
て場。ナイロビのほぼ半分のごみが
ここに捨てられる。近くには大きなス
ラムがあり、女性や子どもたちがガラ
ス、アルミ、鉄など換金できるごみを拾
い集める
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BRS三条約合同締約国会議。写真提供：IISD／
Kiara Worth

無償で供与されたピンク
色のごみ収集車でビンを
収集する作業員

熊本県立水俣高校生徒が書いた「水俣」の墨書を掲げ
る、水俣条約締約国会議参加者。写真提供：環境省

＊1  有害廃棄物の国境を越える移動及びその処分の規
制に関するバーゼル条約。2018年3月現在、184か国、EU
およびパレスチナが締結
＊2　国際貿易の対象となる特定の有害な化学物質及び
駆除剤についての事前のかつ情報に基づく同意の手続
に関するロッテルダム条約。2018年3月現在、158か国、EU
およびパレスチナが締結
＊3　残留性有機汚染物質に関するストックホルム条約。
2018年3月現在、180か国、EUおよびパレスチナが締結

＊4　水銀に関する水俣条約。2018年3月現在、90か国およびEUが締結

外務省国際協力局地球環境課
課長補佐

水内 健太郎
MIZUUCHI Kentaro

ココシリ
「こ

・

こ
・

が知
・

り
・

たい」。国際協力に関係する政策を
外務省の担当者が分かりやすく解説します。

2009年、外務省中途入省。JICAヨルダン事務所企画調査員、民間コ
ンサルティング会社、内閣府国際課、在ガーナ日本国大使館経済協
力調整員等を経験。入省後、在ジンバブエ日本国大使館書記官、国
際協力局開発協力企画室課長補佐を経て、16年10月より現職。

廃棄物管理の国際的な枠組みはどうなっているの？日本はどう対応しているの？

最近の廃棄物・       化学物質管理の新たな取り組みは？
クリーンな街へ。
ダッカの廃棄物処理能力向上

Message from Bangladesh

　先進国だけでなく、途上国でも工業
化や大量生産・大量消費が進み、石油
化学製品の使用が増大した1970年代
から80年代にかけて、廃棄物や有害化
学物質の扱いが世界的な問題になって
いました。そうした中、イタリアの農薬工
場の爆発事故で発生した大量のダイオ
キシン汚染廃棄物が行方不明になった
「セベソ事件」などを契機に、国境を越
える廃棄物や有害化学物質の移動を
管理するためには、国際社会全体で取
り組まなければという機運が高まりました。
　そこで1989年に採択されたのが、特
定の有害廃棄物の国境を越える移動を
管理する枠組みを規定した「バーゼル
条約＊1」です。次いで、殺虫剤や農薬

に含まれるDDTや、電気機器の絶縁油
等として使用されていたPCB、アスベスト
などの有害化学物質の輸出入につい
て輸出先国に事前通報し、同意を取り
付けることを義務付ける「ロッテルダム
条約＊2」が採択されました。
　2001年には、特に「残留性有機汚
染物質（POPs）」と呼ばれる、環境中で
の残留性が高く、人も含めた生物に蓄
積しやすい上毒性が高いDDTやPCBな
どの製造や使用自体を制限し、廃絶し
ていくことを目的とした「ストックホルム
条約＊3」が採択されました。
　これらの条約は、廃棄物・化学物質
の国際的な管理の枠組みの柱となるも
ので、それぞれの条約の頭文字を取って

「BRS」三条約と呼ばれています。三条
約合同の締約国会議は2年に1度開
催され、その時々の国際的な廃棄物・
化学物質管理の課題について協議し
ています。

　ひとつは水銀や水銀化合物の管理
に向けた取り組みです。水銀は有害性
が高く、先進国では使用量が減っている
ものの、途上国では依然使用されてい
て、環境への人為的な排出の削減が
必要との認識が高まりました。そこで、
水銀の採鉱・使用・保管・廃棄を包括
的に管理するため、2013年に熊本市・
水俣市で開催された外交会議で「水俣
条約＊4」が採択されました。日本は水俣
病の経験を持つ国として同条約の採
択・発効に向けて尽力し、水銀規制の
技術ガイドラインの作成にも貢献してい
ます。

　また、廃棄されたパソコン・携帯電子
機器などの電気電子機器廃棄物
（e-waste）への対応も新たな課題です。
世界的にこうした廃棄物が増えているだ
けでなく、それらが中古電子機器として
輸出され、有害ではあるものの金などの
希少金属を含むため有価で取り引きさ
れ、廃棄物管理の枠組みから漏れるな
どの問題が生じています。そのため、
バーゼル条約の下でe-wasteの管理に
関するガイドラインの整備が進められて
います。
　一方、政府間の約束である「BRS」
三条約と水俣条約だけは対応できない

課題も少なくありません。そこで国だけで
なく、国際機関や企業、市民社会団体
などが集まる国際的な化学物質管理の
ための戦略的アプローチ（Strategic 

Approach to International Chemicals 

Management：SAICM）が、2006年に始
まりました。SAICMには条約のような強
制力はありませんが、2020年までに、よ
り包括的な廃棄物・化学物質管理が
達成されるよう、各ステークホルダーに
自発的な取り組みを促しています。また、
SAICMを引き継ぐ、2020年以降の国際
的な廃棄物・化学物質管理のあり方を
検討する議論も活発に行われています。

　日本は、廃棄物処理のための施設や
インフラの整備、廃棄物・化学物質管
理に関する人材育成などの二国間支援
を開発途上国に対して行っています。
同時に、「BRS」三条約、水俣条約や
SAICMに代表される国際社会における
多国間の廃棄物・化学物質管理の枠
組み作りにも取り組んできました。国内
においても、新たな課題も含めて、条約
から求められる義務を確実に履行するた
めの法制度整備を行ってきています。た
とえば2017年には、バーゼル条約を履
行するために施行された国内法である
「特定有害廃棄物等の輸出入等の規

制に関する法律」、いわゆるバーゼル法
を改正しました。これにより、家電やOA

機器、工業機器等のスクラップの不正
輸出対策、廃電子基板の輸入手続き
の簡素化等、廃棄物の国境を越える移
動にかかる近年の課題に対応していま
す。
　廃棄物の国境を越える移動を適正に
管理し、廃棄物や化学物質による環境
や人体への悪影響を抑えることは私た
ちの当然の責務ですが、その一方で化
学物質は私たちが培ってきた文明の英
知でもあり、一概に使用を禁止すればよ
いというものではありません。さまざまな

化学物質を使用することについて、その
正負両側面の影響を科学的に評価し、
環境上適正な方法で活用していくこと
が大切です。
　科学技術の発達や消費社会の高度
化に合わせて、廃棄物や化学物質の
国際的な管理の枠組みも、より包括的
で精緻なものにしていく必要があります。
日本としては、「BRS」三条約や水俣条
約のより効果的な運用に向けた努力を
続けるとともに、SAICMを引き継ぐ2020

年以降の国際的な廃棄物・化学物質
管理の枠組み作りへの議論にも積極
的に関わっていきます。

　近年、6％台の経済成長を続けるバングラデシュ。その首都・ダッカでは、
人口の増加に伴いごみの発生量が増えています。しかし、ごみ収集・運搬能
力が低く、住民も都市衛生に対する意識が低いので、都市環境の悪化が懸
念されています。
　このような問題を解決するために、廃棄物問題を乗り越えてきた日本の
経験や知見を生かし、「クリーンダッカ」を実現するための協力プログラムが
2003年から実施されています。まず行ったのは、ダッカ市の家庭ごみに関す
る調査と将来計画であるマスタープランの策定。その上でごみ排出への住
民意識の改革から最終処分場の改善、廃棄物管理局設置支援、ごみ収集
率改善アプローチの実施などの包括的な廃棄物管理に取り組んできました。
　あわせて環境プログラム無償支援により、廃棄物収集車両約100台の供
与などを行い、1日当たりのごみ収集・運搬量は約3倍になりました。供与さ
れた緑とピンク色のゴミ収集車は現在もダッカ市で活動し、同市民も日々そ
の活動を目にしています。
　南・北ダッカ市の廃棄物管理体制が強化され、運営予算が拡大し、住民や
行政の廃棄物管理への意識が高まったことは支援実施の成果といえます。
　2017年からは、バングラデシュ第2の都市であるチッタゴン市でも廃棄物
管理能力強化に向けた技術協力を実施しており、南・北ダッカ市と同様に廃
棄物管理の改善に向けた支援を実施しています。
　中所得国入りを目指して経済成長を続けるバングラデシュの持続的な発
展が可能になるよう、日本は今後も同国の廃棄物管理能力向上に協力して
いきます。

（在バングラデシュ日本国大使館 専門調査員 今野香織）

A1

A2

A3

テーマ
廃棄物管理の
国際的な枠組み

変化する廃棄物・

有害化学物質管理のニ
ーズ。

管理の枠組みは常にア
ップデートする

必要がある。

3

国家間の枠組みは、「B
RS」三条約と

水俣条約で。より広いス
テークホルダーが

参加しているSAICM。

2

廃棄物や有害化学物質
は、多国間で

管理しなければならない
。
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高
鳴
る
、イ
ラ
ン
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地
球
ギ
ャ
ラ
リ
ー
写
真・文
⃝
川
崎
芳
勲
写
真
家・ラ
イ
タ
ー

ISLAMIC REPUBLIC OF IRAN
［イラン・イスラム共和国］EARTH GALLERY  vol.116

牧畜などを通じて生計を立てるロル族の人たち。
屈託のない優しさを見た



崩れかかった家が町の端に固まっている。
人々の暮らしは質素で無駄がなかった

楽器を作る工房で出会った女の子。
物語から飛び出してきたようないでたちだった

現地の民族楽器を弾いて見せてくれた男性。
乾いた空気に芯のある音が響いた

チャドルをまとい保守的な印象があるイラン女性だが、
この町で私はよく声をかけられた

イランのパン、ラバーシュを焼いている職人たち。
朝は通りに香ばしい匂いが漂う

市場の近くで出会った少年二人。
「見て見て!!」と言った瞬間、急にキスをし、仲の良さを見せてくれた

襟付きのジャケットを着るのが、
イラン人男性のエチケット。仲良く日なたぼっこ中
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「
正
直
者
た
ち
の
町
だ
。
き
っ
と
良
い
出
会
い
が

あ
る
は
ず
。
行
く
と
い
い
」

　
中
東
の
大
国
イ
ラ
ン
に
魅
せ
ら
れ
て
5
年
の
歳

月
が
経
っ
て
い
た
。
そ
の
間
、
幾
度
か
イ
ラ
ン
に

足
を
運
ん
で
い
た
が
、
真
冬
の
イ
ラ
ン
は
初
め
て

だ
っ
た
。
想
像
以
上
の
積
雪
で
ク
ル
ド
人
居
住
区

へ
の
バ
ス
が
運
行
停
止
に
な
っ
た
こ
と
を
受
け
て
、

長
い
つ
き
あ
い
の
あ
る
イ
ラ
ン
人
家
族
に
相
談
を

し
た
。「
ど
こ
か
面
白
い
地
域
は
な
い
か
」

│

こ
の
私
の
問
い
に
対
す
る
彼
の
答
え
が
、
ホ
ッ
ラ

し
く
、
分
け
隔
て
な
く
人
に
接
す
る
」
と
。

イ
ラ
ン
の
隠
さ
れ
た
宝
を
探
し
に
行
く
よ

う
で
、
バ
ス
を
と
も
に
し
た
老
人
に
、
自

割
れ
た
画
面
で
ボ
ー
ッ
と
光
っ
て
い
た
。

＊
　
＊
　
＊

　
ホ
ッ
ラ
マ
ー
バ
ー
ド
の
町
並
み
は
、
土
色
で
シ

ン
プ
ル
な
造
り
の
家
が
多
か
っ
た
。
郊
外
に
は
放

牧
や
農
耕
で
生
計
を
立
て
る
人
が
多
く
存
在
し
、

羊
を
放
牧
し
て
い
る
光
景
は
多
く
見
ら
れ
た
。
資

源
に
後
押
し
さ
れ
て
経
済
発
展
著
し
い
イ
ラ
ン
で

は
あ
る
が
、
こ
の
町
に
は
い
わ
ゆ
る
「
ス
ラ
ム
」

と
さ
れ
る
場
所
が
あ
っ
た
。
小
高
い
丘
の
上
や
山

際
に
、
ま
た
、
少
し
土
地
の
低
い
場
所
に
そ
れ
ら

は
あ
っ
た
。
足
を
踏
み
入
れ
よ
う
と
す
る
と
現
地

の
人
が
首
を
掻
き
切
る
ま
ね
を
し
て
、
必
死
に
止

め
よ
う
と
し
て
き
た
。
ど
う
い
う
カ
ラ
ク
リ
だ
ろ

う
。
そ
れ
ほ
ど
に
危
険
な
場
所
な
の
か
。
釈
然
と

し
な
い
思
い
だ
け
が
残
っ
た
。

　
ど
の
道
か
ら
入
ろ
う
と
し
て
も
行
き
交
う
人
が

身
を
挺
し
て
止
め
よ
う
と
す
る
の
で
、
引
き
返
そ

う
と
す
る
と
、
ま
た
別
の
人
が
今
度
は
「
昼
ご
飯

を
ご
馳
走
す
る
よ
」
と
声
を
か
け
て
き
た
。
時
間

を
決
め
て
約
束
し
た
場
所
に
戻
る
と
、
そ
の
人
の

家
は
ス
ラ
ム
の
な
か
に
あ
っ
た
。
出
て
き
た
食
事

は
パ
ン
と
紅
茶
と
ツ
ナ
缶
。
彼
ら
が
全
力
で
も
て

な
し
て
く
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
、
じ
わ
じ

わ
と
身
に
染
み
て
く
る
。
満
面
の
笑
み
で
砂
糖
を

紅
茶
に
投
入
す
る
彼
ら
の
横
顔
を
見
て
、
私
は
再

訪
を
誓
っ
た
の
だ
っ
た
。

ホ
ッ
ラ
マ
ー
バー
ド
に
誓
う

イ
ラ
ン
西
部
ロ
レ
ス
タ
ー
ン
州
の
ホ
ッ
ラ
マ
ー

バ
ー
ド
。
首
都
テ
ヘ
ラ
ン
か
ら
約
4
8
0
キ
ロ
の

距
離
に
あ
り
、
イ
ラ
ン
に
住
む
5
大
民
族
の
う
ち

の
一
つ
で
、
ア
ー
リ
ア
系
民
族
の
末
裔
と
さ
れ
て

い
る
ロ
ル
族
が
そ
の
人
口
の
大
半
を
占
め
る
地
域

だ
。
ペ
ル
シ
ャ
や
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
な
ど
イ
ラ

ン
の
主
要
民
族
に
対
し
て
、
ロ
ル
族
は
ど
ち
ら
か

と
い
う
と
控
え
め
、
と
き
と
し
て
田
舎
者
と
小
馬

鹿
に
さ
れ
る
よ
う
な
位
置
づ
け
の
民
族
だ
と
聞
い

て
い
た
。
し
か
し
、
そ
う
小
馬
鹿
に
す
る
人
で
さ

え
も
口
を
そ
ろ
え
て
言
っ
た
。「
確
か
に
彼
ら
は
、

頭
で
考
え
る
よ
り
先
に
体
が
動
く
の
か
も
し
れ
な

い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ど
の
民
族
よ
り
正
直
者
で
優

マ
ー
バ
ー
ド
と
の
出
会
い
の
始
ま
り
だ
っ
た
。

＊
　
＊
　
＊

　
友
人
の
言
葉
を
受
け
て
居
て
も
立
っ
て
も
い
ら

れ
な
く
な
り
、
翌
日
に
テ
ヘ
ラ
ン
を
経
ち
、
シ
ー

ア
派
の
聖
地
ゴ
ム
を
経
由
し
て
向
か
っ
た
先
は
、

て
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
英
語
を
話
せ
る
人
が
誰
一
人
と
し
て
い
な
い
中
、

1
軒
の
ホ
テ
ル
の
存
在
を
知
っ
た
。
し
か
し
、
い

つ
ま
で
た
っ
て
も
見
当
た
ら
な
い
。
日
が
暮
れ
始

め
、
多
少
の
焦
り
を
感
じ
始
め
た
と
き
に
、
1
台

の
車
が
私
の
横
に
急
停
車
し
、
声
を
か
け
ら
れ
た

│
「
乗
り
な
よ
」。
声
を
か
け
て
く
れ
た
の
は
、

ホ
テ
ル
名
を
教
え
て
く
れ
た
青
年
だ
っ
た
。
無
機

質
な
町
並
み
が
少
し
ず
つ
彩
り
を
帯
び
始
め
た
の

は
、
こ
の
青
年
と
出
会
っ
た
か
ら
だ
っ
た
。
携
帯

電
話
の
翻
訳
機
能
を
使
っ
て
、
青
年
は
必
死
に
そ

の
想
い
を
伝
え
よ
う
と
し
て
く
れ
た
。「
私
が
助

け
ら
れ
る
、
心
配
し
な
く
て
い
い
」
の
文
字
が
、

然
と
微
笑
み
か
け
た
く
な
っ
た
。

　
到
着
後
、
あ
て
も
な
く
歩
け
ど
、
外
国
人
の
姿

は
ま
っ
た
く
な
く
、
大
き
な
バ
ッ
ク
パ
ッ
ク
を
背

負
う
私
に
好
奇
の
視
線
が
注
が
れ
た
。
ロ
ー
カ
ル

カ
フ
ェ
の
前
を
通
り
過
ぎ
る
と
、
注
文
も
せ
ず
に

出
て
き
た
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
と
メ
ー
カ
ー
不
明
の

コ
ー
ラ
、
食
後
の
コ
ー
ヒ
ー
と
至
れ
り
尽
く
せ
り

だ
っ
た
。
代
金
は
い
ら
な
い
か
ら
、
一
緒
に
写
真

を
撮
っ
て
く
れ
と
言
わ
れ
る
始
末
。
宿
ら
し
き
も

の
を
探
し
て
い
る
と
、
す
れ
違
う
人
皆
が
手
を
振

り
、
声
を
か
け
て
く
れ
る
。
一
人
の
外
国
人
が
迷

い
込
ん
だ
と
い
う
通
報
で
も
受
け
た
の
か
、
警
察

が
追
い
か
け
て
き
て
は
、
目
的
地
ま
で
送
ろ
う
か

と
手
を
差
し
伸
べ
て
く
れ
た
。
イ
ラ
ン
人
は
旅
人

に
優
し
い
こ
と
で
有
名
だ
が
、
こ
れ
ほ
ど
の
先
制

パ
ン
チ
に
よ
っ
て
町
に
ほ
れ
込
ん
だ
の
は
、
初
め

川
崎
芳
勲（
か
わ
さ
き
よ
し
ひ
ろ
）

1
9
9
0
年
、神
奈
川
県
横
浜
市
生
ま
れ
。世
界
40
か
国
以
上
で
、各
国
の
人
々
の
日
常

風
景
を
撮
影
し
て
ま
わ
る
。学
生
時
代
よ
り
6
年
間
、イ
ス
ラ
ム
世
界
の
人
々
の
奥
ゆ
か

し
さ
に
魅
せ
ら
れ
、特
に
イ
ラ
ン
で
の
撮
影
を
精
力
的
に
行
う
。青
年
海
外
協
力
隊
と
し

て
ウ
ガ
ン
ダ
に
派
遣
さ
れ
、農
業
を
通
じ
た
収
入
向
上
活
動
に
尽
力
し
た
。独
学
し
て
き

た
写
真
の
世
界
に
ど
っ
ぷ
り
浸
か
る
た
め
、2
0
1
8
年
1
月
か
ら
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
し

て
活
動
を
ス
タ
ー
ト
。国
境
を
越
え
て
心
の
琴
線
に
触
れ
る
ア
ー
ト
の
可
能
性
を
信
じ
、

若
者
の
才
能
が
世
界
に
解
放
さ
れ
る
カ
タ
チ
を
模
索
し
て
い
る
。

家に招待してくれたファタメ（8歳）は、
鏡を大切にしていたかわいい声の女の子だった

イラン西部ロレスターン州（ロルの土地という意味）ホッラマーバードは
ザクロス山脈内にある。モドベ山からの景色

左： スラム区域付近で出会った兄弟。ボロボロのサッカーボールを必死に追っていた／中： ロル族はトルコ系やアラブ系の文化に近い
が、クルド語に似たロル語を話す／右： 人懐っこい子どもたち。外国人にも恥ずかしそうに声をかけてくれた

イラン
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もっと

遊牧民の伝統織物
「ギャッベ」織り教室

 イランの西側をペルシャ湾に沿って
走るザクロス山脈では、ロル族や

カシュガイ族などの人々が遊牧生活を営
んできた。激しい寒暖差の中、テントで
寝泊まりする彼らは、代 「々ギャッベ」と
呼ばれる温かい絨毯を織り続けている。
　東京・西荻窪でペルシャ絨毯の輸入
販売を手がける「バハール」は毎週2回、
ギャッベ織りの教室を開いており、伝統
的な手紡ぎの糸と織り機で、自分だけ
の1枚を織ることができる。始めは鍋敷
きサイズから、慣れてくれば玄関マット大
のギャッベ作りにも挑戦させてもらえる。

　太く紡がれたパイルのふかふかとした
手触りに、草木染めの優しい風合い、
自然や部族の文様を織り込んだ人間味
のあるデザインなど、ギャッベの魅力は、
見て、触れるだけでも感じられる。さらに、
それを自ら織ることには、体験した人にし
か分からない充実感があるのだ。
　一本一本のパイルを縦糸に結び1枚
の絨毯に仕上げていくのは、根気のい
る作業だ。黙 と々手を動かしていた受講
生に話を聞くと「やってみると無心にな
れて、とても心地いいんですよ」と笑顔
とともに語ってくれた。

バハールのオーナーが遊牧民の居住地で買い付けて
きたギャッベ。すべて手織りで1枚と同じものがない

上：材料は保温・吸湿に優れた遊牧民が飼うヒツジの毛。必要な材料
や道具は教室で用意してくれる／中：柄は好きなようにデザインできる。
織り機の前に図案を置いている受講生も／下：文様にはそれぞれ意味
があり、たとえばヤギやヒツジには子孫繁栄の思いが込められている

地球ギャラリー

バハール（Bahar）
東京都杉並区西荻北4-8-13

営業時間：11:00～19:30（水曜定休）
TEL：03-3399-5944

https://www.bahar.jp
＊教室の詳細はホームページ、

または電話でお問い合わせください

写真⃝金子麻也　文⃝大谷徹（編集部）

日本で発見！
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イチオシ！
新着 情 報

2016年／オランダ／69分／
クルド語
監督・脚本：ラベー・ドスキー
出演：ディロバン・キコ
公開：5月12日（土）より、アッ
プリンク渋谷、ポレポレ東中
野ほか全国順次公開
配給：アップリンク
h t tp : / /www.up l i nk .co . j p /
kobani/

ムハマド・ユヌス 著
山田文 訳
早川書房

2,052 円（税込）

ディルク・ラインハルト 著
天沼春樹 訳
徳間書店

2,268 円（税込）

会期：2018年5月26日（土）・
27日（日）10:00～19:00（雨
天決行）
＊両日ともバーシーは終日、パ
レードは正午～夕方の間に3
回開催予定。
場所：代々木公園イベント広
場（東京都渋谷区）
問：ラオスフェスティバル実行
委員会事務局
TEL：03-6276-3090
https://laos-festival.jp/

シリア北部のクルド人街コバニは IS（イスラム国）の占領下となっ
たが、クルド人民防衛隊による迎撃と連合軍の空爆によって解放
され、人々は瓦礫と化した街に戻ってきた。そんな中、大学生ディ
ロバンは生き残った人々の声を届けるラジオ番組「おはよう コバ
ニ」を始め、街は希望と連帯感を取り戻してゆく。本作は、戦闘
真っただ中の2014年から、コバニに復興の光が差し込み始める
までの3年間を追ったドキュメンタリー。監督は短編映画『スナイ
パー・オブ・コバニ』（2015年）で世界的にブレイクしたラベー・ド
スキー。本作を兵士として戦死した姉に捧げている。

昨年、世界で最も裕福な8人が世界人口の下位半分にあたる36
億人に匹敵する資産を保有しているとの推計が発表された。格差
の拡大や排外主義、環境破壊といった既存社会の“機能不全”
はどうすれば解決できるのか。貧困者のための銀行・グラミン銀行
を創設し、母国バングラデシュの貧困を大きく軽減した功績により
ノーベル平和賞に輝いたユヌス博士は、本書でソーシャル・ビジネ
スの創出と金融システムの再設計を柱とした、新たな経済創造の
具体策を語る。無私の起業家
たちのエピソードの数々は、貧
困ゼロ・失業ゼロ・CO2排出ゼ
ロの世界がけっして夢物語で
はないことを教えてくれる。

米国に出稼ぎに行ったきりの母を追い、14歳のミゲルは故郷グア
テマラを出てメキシコに向かう。国境で目的地を同じくする4人の
仲間と出会いメキシコを縦断する旅が始まるが、飢えと寒さ、追い
はぎ、身代金目当てのギャングなど、さまざまな困難がふりかかる
……。メキシコ南の国境を越えて北の米国を目指す未成年は毎年
およそ5万人。アムネスティ・インターナショナルが「世界でもっとも
危険な旅」と呼ぶその道程では、移民を狙った犯罪の標的になり、
命を落とすこともめずらしくない
という。メキシコを旅する子ども
たちの体験談をもとに書かれた
本書は、過酷な現実と対峙す
る若者たちの存在感が読む者
を圧倒する。

テーマは「日帰りで行けるラオス」。ラオスフードにビア・ラオはもち
ろん、ステージパフォーマンスや、民族舞踏のレクチャー、ラオシル
クの物産店など、盛りだくさんのコンテンツで、とことんラオスの魅力
を感じられる2日間。本イベントは高校生たちがラオスに学校を建て
る取り組みからスタートし、文化だけでなくラオスの現状や現地NGO
を紹介する場にもなっている。会期中は、乾季の終わりに行われる
雨乞いの行事「ロケット祭り」を再現したパレードや、僧侶が幸運
の祈りを込めて手首に糸を結ぶ儀式「バーシー」も行われる。家族
みんなで、ラオスを体験しに出掛けてみてはいかが。

MOVIE EVENT

『ラジオ・コバニ』

『3つのゼロの世界』 『列車はこの闇をぬけて』

『ラオスフェスティバル 2018』
瓦礫と化した街に届ける復興の息吹

人類が直面している“症状”に
ソーシャル・ビジネスという処方箋

世界でもっとも豊かな国を目指す
「世界でもっとも危険な旅」の物語

見て聞いて味わって、ラオスをまるごと楽しむ2日間

BOOK BOOK

この本を
1名様にプレゼント

▼
詳細はp.38へ
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日
本
で
は
新
し
い
場
所
に
引
っ
越
す
と
、
ご
み
の
分

別
の
ル
ー
ル
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。
日
本

の
廃
棄
物
管
理
の
根
幹
に
あ
る
の
は
、
家
庭
な
ど
の
発

生
源
で
の
ご
み
の
分
別
で
す
。

　
一
方
多
く
の
途
上
国
で
は
、
ご
み
は
分
別
さ
れ
る
こ

と
な
く
家
庭
か
ら
出
さ
れ
、
埋
め
立
て
地
な
ど
に
運
ば

れ
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
ご
み
の
山
を
か
き
分
け
て
リ
サ

イ
ク
ル
で
き
る
も
の
を
取
り
出
し
、
売
り
さ
ば
い
て
生

計
を
立
て
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。
有
害
な
も
の
も
危
険

な
も
の
も
す
べ
て
同
じ
よ
う
に
廃
棄
さ
れ
る
の
で
、
環

境
汚
染
や
健
康
被
害
な
ど
の
問
題
が
引
き
起
こ
さ
れ
ま

す
。
一
方
、
そ
の
よ
う
な
様
子
は
ご
み
を
捨
て
る
人
た

ち
の
目
に
触
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
う
い
う
途
上
国
で
生
活
を
し
て
私
が
感
じ
た
の
は
、

分
別
の
必
要
に
迫
ら
れ
な
け
れ
ば
、
生
活
者
は
ご
み
に

対
す
る
知
識
も
意
識
も
高
ま
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
し

た
。「
こ
れ
は
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
」「
こ
れ
は
有
害
だ

か
ら
、
他
の
も
の
と
区
別
し
て
」
と
い
っ
た
具
合
に
分

別
を
す
る
と
、
ご
み
が
ど
う
処
分
さ
れ
る
の
か
考
え
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。
日
本
で
廃
棄
物
管
理
を
学
ぶ
途
上
国

か
ら
の
研
修
員
た
ち
は
、
日
本
の
効
率
的
な
廃
棄
物
管

理
シ
ス
テ
ム
以
上
に
、
市
民
一
人
一
人
の
意
識
の
高
さ

に
感
心
し
ま
す
。
そ
れ
は
重
要
な
こ
と
で
、
一
人
一
人

が
き
ち
ん
と
ご
み
を
分
別
し
な
け
れ
ば
、
ど
ん
な
に
高

性
能
な
処
分
場
が
あ
っ
て
も
ご
み
を
適
切
に
処
分
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
、
分
別
を
私
た
ち
自
身

が
行
う
こ
と
で
、
ご
み
の
減
量
化
へ
の
意
識
も
高
ま
り

ま
す
。

　
日
本
に
帰
国
後
、
私
は
（
そ
の
必
要
性
は
理
解
し
な

が
ら
も
）
ご
み
の
分
別
が
大
変
な
の
で
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
は
買
わ
な
い
、
買
い
物
で
は
箱
や
包
装
を
断
る
な
ど
、

分
別
が
必
要
な
ご
み
を
極
力
出
さ
な
い
こ
と
を
意
識
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
個
人
の
意
識
や
組
織
の
技
術

や
体
制
。
日
本
が
ご
み
問
題
で
協
力
で
き
る
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

広
報
室
参
事
役
　
井
本
佐
智
子

申込方法
巻末の払込取扱票に、氏名・住所・電
話番号・ご希望の送付期間・送付開始
月号を明記の上、指定の金額（送料＋
手数料）を郵便局でお支払いください。
入金の確認後、発送の手配をいたしま
す。入金から1週間程度かかることもあ
りますのでご了承ください。

〒102-8012　東京都千代田区二番町5-25 二番町センタービル
TEL：03-5226-9781　FAX：03-5226-6396　URL：http://www.jica.go.jp/
本誌掲載の記事、写真、イラストなどの無断転載を禁じます。
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JICAでは本誌に対するご意見やご感想、またJICAへのご質問を
募集しています。巻末のアンケートはがき、Eメール、またはファク
スに、氏名・住所・電話番号・職業・年齢・性別・ご希望のプレ
ゼント番号を明記してお送りください。
＊ご記入いただいた個人情報はプレゼントの発送および誌面の向上に
役立てること以外の目的で使用いたしません。当選者の発表は発送を
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FAX：03-3524-9675（『mundi』編集部宛て）

2018年5月号のプレゼント
①スリランカのお土産、象の置物 1名様
②書籍『列車はこの闇をぬけて』1名様（p.37参照）
③Fijian Tradの「ニウバーム」1名様（p.39参照）

② ③

＊複数冊、またはバックナンバーをご希望の方は
送料が異なりますので、下記までお問い合わせください。
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住所：〒104-0044　東京都中央区明石町11-15 ミキジ明石町ビル6F
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『mundi』を毎号
お手元にお届けします

定期送本のご案内
本誌へのご意見・ご感想や
JICAへのご質問をお寄せください。

◎応募締め切り：2018年6月15日

2020年の東京五輪誘致を契機として、スポーツを通じた開発への機運は
これまで以上に高まっています。安定した発展に不可欠なコミュニティ意
識の向上や、社会的弱者のエンパワーメント、元気な身体と心の育成な
ど、スポーツだからこそできる直接的・間接的な協力活動をお伝えします。

次号予告（2018年6月1日発行予定）
6月号   特集 スポーツと開発

いつでもどこでも読める！ 
『mundi』バックナンバーはJICAホームページでご覧ください

http://www.jica.go.jp/publication/mundi

プレゼント
付き！

広
報
室
か
ら

①

アンケートのお願い
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太平洋に浮かぶ島国フィジー
には、ハーブ（薬用植物）の文
化が今も母から子に受け継が

れています。東京都市大学のプロジェクト
として薬用植物を研究する村上志緒さん
は、そうした伝統が色濃く残るラケンバ島な
どを訪れ、フィジーのハーブ文化を学んでき
ました。そこから生まれたのがフィジーの
ハーブ製品のブランド「Fijian Trad」です。
　フィジーのハーブの知恵が詰まっている
のは「ニウバーム」。ニウとはココヤシのこ
とで、ココナツミルクに月桃やイランイラン
などのハーブを加え、5日間日光に当て、火
にかけてオイル状にします。「今でも各家
庭で手作りし、スキンケアや虫さされなどに
使っています。このオイルを作るのは女性
の仕事ですが、お母さんと一緒に過ごす子
どもたちは、自然にハーブに詳しくなります」
と村上さん。
　もうひとつは、ハーブの香りや成分を抽出
した芳香蒸留水。もともとフィジーにはな
かったハーブの使い方ですが、「若い人たち
が蒸留体験にとても興味を示したので、好
奇心と創る力を発揮するプロダクツとしてイ

MONO語り

南 フ
ィ
ジ
ー
の

ハ
ー
ブ
文
化
を

 

伝
え
た
い

ランイランなどを材料に取り組んでいます」。
どちらも商品のベースをラケンバ島の人た
ちが作り、日本で商品に仕上げています。
「自然に寄り添ってきたフィジーの人の豊
かさを日本の人に伝え、フィジーの人たちと
は、そのハーブ文化の素晴らしさ、新しく作
り上げる喜びを分かち合いたい。そしてフィ
ジーの若者たちの新しくフェアな仕事にな
るように『Fijian Trad』を育てていきたいと
思っています」

孫と一緒にココナツミルクを作るネーナ（おば
あちゃん）。村上さんのハーブの先生だ

商品の購入はトトラボHPまで▶https://www.totolab-shop.com

写
真
⃝
高
岡
弘
　
文
⃝
久
島
玲
子（
編
集
部
）

Vol.115  フィジー

フィジー

「ニウバーム」を
1名様にプレゼント！

▼
詳細は p.38 へ
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　長らくファッションやアートに関わって
きた私が社会問題と向き合ったのは、
2004年から編集長を務めた『マリ・ク
レール日本版』という雑誌でした。ファッ
ションがテーマの雑誌に、エコロジーや
フェアトレード、チャリティといった社会と
関わる記事も掲載していきました。フェア
トレードという言葉がまだまだ知られてい
ない、そんな頃でした。
　その後、社会的課題に取り組む多く
の人たちを知り、その活動に共感を覚え
ていきましたが、なかでも「ピープルツ
リー」の創設者であるサフィア・ミニーさ
んと訪れたネパールのスラムでの経験
は私に大きなものを残してくれました。
　1995年に日本で創設された「ピープ
ルツリー」は、途上国の女性たちと一緒
に、できるだけその場所で取れる素材を
使い、伝統的な手法で仕上げ、自然環
境や労働環境に配慮した商品を作って
いる、フェアトレード専門ブランド。サフィ
アさんは世界中を駆け巡り、技術やデザ
インなどの指導を続けてきました。そのた

め、「ピープルツリー」の商品は、フェア
トレードのイメージを超え、デザインや品
質も素晴らしいものになっています。
　カトマンズで訪れたのは、「ピープルツ
リー」が商品を依頼している一家。6畳く
らいの1室に母と娘5人が暮らし、家で
ニットを編んでいます。出来上がったもの
を見て、サフィアさんは「こんなガタガタ
な編み方ではだめ！」と厳しい指導。「さ
あ、ヨシコも言ってよ」と言われてとまどっ
たことを覚えています。しかし、サフィアさ
んの厳しい指導は当たり前のこと。品質
がよくなければ、いくらフェアトレードでも
買う人はいません。それでは途上国の
女性たちの自立につながらないのです。
それを作り手にもわかってもらうための厳
しい指導だったのです。
　家で作業してもらうのにも理由があり
ました。「大きな工場を建てて雇えばいい
じゃないか」という意見もあるのですが、
そもそも老人や子どもの世話をしなけれ
ばいけない女性にとって、外に働きに出
ること自体が難しいことなのです。一口

に支援といっても、現地の状況を知り、
それに沿ったものにしなければ意味がな
いこともサフィアさんから学びました。
　では都市で暮らす私たちにできること
はなんでしょうか。すぐに実践できるのは、
カトマンズの女性たちが作っている商品
を買うことです。商品がどのように作られ
たのか、背景を知り購入するだけで、1

歩踏み出すことができるのです。商品を
買うことは、いわば投票と同じこと。そし
て、気に入ったら友達に商品を紹介して
環を広げてください。ピープルツリーを通
じて途上国の女性たちの手仕事とつな
がったように、フェアトレードの輪が広
がっていくことを願っています。

カトマンズで手編みのニットの仕事をして
いる家庭を訪れた生駒さん。母親が言う
には、仕事をしているのは娘さんを学校
に通わせるためで、娘は「ジャーナリストに
なりたい」と夢を語った。物質的には貧し
く、つましい暮らしだが、きちんとした生活
の営みと未来への希望を感じた、と生駒
さんはふり返る

写真提供 ： ピープルツリー

ショッピングは今すぐできる社会貢献！
ファッション・ジャーナリスト 生駒芳子

IKOMA Yoshiko

「なんとかしなきゃ！ プロジェクト」は、
開発途上国の現状について知り、
一人一人ができる国際協力を推進
していく市民参加型プロジェクトで
す。ウェブサイトやFacebookの専用
ページを通じて、さまざまな国際協力
の情報を発信していきます。
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